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新年のごあいさつ 》
参
十
一

社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅 塗

会員の皆様，そして日ごろから当協会に対し数々のご支援，ご鞭達を賜っています

関係各位に，誌上を借りて新年のごあいさつを申し上げます。

バブルの崩壊とともに長期低迷していたわが国経済も順調に回復しつつあるといわ

れていますが，実感とはややかけ離れたものがあります。この間，当協会も少なから

ず影響を受けておりますが，どうやら平隠に新年を迎えることができました。職員一

同とともに感謝申し上げるしだいです。

昨年一年を振り返ってみますと，政治的には細川，羽田，村山と短期間に三代の内

閣が誕生し，そして社会党が政権党になったことは特筆されるべきことでした。ソビ

エト連邦の崩壊，中国の社会市場体制への移行等かつてのバラ色社会主義思想が破た

んしたことは明らかであり，その延長上に質的改変を遂げつつある社会党が政権の座

についたと見るべきでありましょうか。さらに新進党の発足もあり，とても政治的に

落ち着いた一年とはいえないものでした。アメリカでもクリントン政権が人気の下り

坂にいるようですし，ルワンダ，ボスニア等で平和とはおよそ縁遠い事象も発生しま

した。国際的にも依然として不透明の時代というべきでありましょうか。

経済の指標，円・ドルレートもたやすく100円を割り，ウルグアイラウンドもいち

おうの決着を見たものの，長野オリンピックドームの木材使用に対してのアメリカ要

求に象徴されるように，日米間にはまだギクシャクしているものがあるようです。一

方，列島カラカラ天気は西日本を中心に深刻な水不足をもたらし飲み水にも事欠きま

したが，豪雨禍はほとんどなく災害の少ない年でした。しかし，忘れたころにやって

くる地震は北方四島に重大災害をもたらしました。自然をなめてかかるなという警告

かもしれません。また，住宅着工は順調に推移しましたが山にはあまりハネ返らず，

林業不振の声は消えません。しかし，この程度が常態と見て将来への対応を新たに考

え直すべき時かとも思えます。

このように私たちの外勢は決して平坦ではないようです。変動，不透明な世にあっ

て私たち林業技術者集団に課せられた使命は，国の内外を問わず確実な山造りに励む

ことであろうと思います。地球規模での環境問題がいろいろ議論されている昨今です

が，資源，環境いずれを考えても山造りが基本です。昨年は当協会で林業技術者問題

を取り上げ，今後に向けての林業技術者のあり方を探りました。21世紀を展望し林業

技術者のあるべき姿はますます重くなってくると思います。関係学会，関係団体等と

いっそうの連携を深めつつ，自信を持って立ち向かうことが肝要かと思います。当協

会は，そのためささやかなりともお役に立ちたいと念じております。本年もなにとぞ

よろしくお願いいたします。 鎧鏑
林業技術No.6341995．1
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読者の皆様，あけましておめでとうございます。本年も皆様によ
り親しんでいただける誌而づくりに編集部一同励んでまいりたいと
存じますので，ご高配のほど，よろしくお願い申し上げます。

生物機能の新たな利用に向けて
さて本号では，新春にふさわしく夢のあるテーると考えられるテーマに絞り込みました。もちろ
マの1つとして｢生物機能の新たな利用に向けて」ん，このほかにも懸命に取り組まれている課題が
と題し，5本の論稿による特集としました。たくさんありますが，それらの中のトピックとし
実用化に向けての光が見え始め，しかも，山村．てお読みいただければ幸いです。テーマと筆者は
林業の現場で実用化されれば大きなメリットにな次のとおりです。

「樹木からのメッセージ｣…大平辰朗氏
森林植物の他感作用（植物間化学交信）と無農薬雑草防除の可能性など

｢植物の防衛戦略に学ぶ－環境に優しい農薬を探して｣…福嶋純一氏
樹木成分由来の生物系農薬の可能性など

「優良苗木供給へのバイテク技術の応用｣…石井克明氏
優良木からの組織培養などによる苗木生産の可能性など

｢量的形質遺伝子の発掘一地図を片手に｣…吉丸博志氏
DNA断片と有用形質の関係を利用した育種手法の可能性など

｢きのこの病害と耐病性育種｣…角田光利氏

病害の実態と，耐病性かつ優良な系統の育種の可能性など

そして各筆者には，内容のポイントを示すイラスト案についてもお手を煩わ
していただきました。万一，イラストやその一口メモに不適切な点がございま
したら，それは編集部の力不足によるものですのでご容赦ください。

編集部受贈図書(敬称略）

紫糞米

編集部で峰各方面の皆様から新刊図書の寄蝋をいただいておりますが，“本の紹搾柵だけではご紹介しきれ
ないのが現状です。そこで，お送りいただいた皆様へのお礼を兼ね,適宜枠を設けて基本的な事項だけでも紹介
させていただくこととしました。

湛潅車

●山村経済研究所編'r山村が壊れるその前に一あぶない日本の水と緑』,239ページ,1,854円，日本経済評
論社丑03-3230-1661

●岡田喜秋著,r木を見て森を知る』,213ページ,1,400円，講談社公03-3943-9303
●デイビス・ジョンソン著，野村勇監訳震杉村聡訳，『森林経営学（上･下)』，上･下で739ページ，上=4,500
円，下=4,300R,マグロウヒル出版冠03-3542-8821
●杉谷隆・平井幸弘・松本淳著，『風景のなかの自然地理』，140ページ，2,500円，古今掛院窓03-3291-2757
●永田信･井上真･岡裕泰著,r森林資源の利用と再生｣，全集世界の食料世界の農村⑮,234ページ,3,200
門，農山漁村文化協会壷03-3585-1141
●田中惣次箸，『私は森の案内人｣,221ページ,1,500R,創森社公03-5228-2270

林業技術No.6341995.]
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薑樹木からのメッセージ 大
平
辰
朗

お
お
ひ
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た
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ろ
う

魚森林総合研究所

生物磯能開発部

森林化学科
生物活性物質研究室
盆0298(73)3211．代表

‘エ

←｢虫に食われた／警戒せよ｡ﾉ｣とか，『寄るな雑草.ﾉ｣と
か，植物はさまざまな情報を発しながら生活している。

すが，残念なことに普遍的な結果ではありま

せんでした。そのほか，植物を傷つけるとほ

かの葉に取り付けたセンサーが反応すること

も報告されています')。この現象は，暑い，寒

いといった気候上の要因に対しても認められ，

どの植物がどのような気候に適したものであるか

が判定できるのではないかと考えられています。

また，鉱脈探しをするよう条件づけした植物によ

り実際に鉱脈を探り当てることができたとする報

告もあります')｡そのほか,植物にロックとクラシ

ック音楽を同時に聴かせた場合，ロックを避ける

ようにクラシック音楽側に成長し，しかも成長が

よくなることも報告されています。この現象は，

サウンド農法として応用されています2)。

化学物質による情報により，植物が応答した例

もいくつか報告されています。有名な例としては，

ボールドウィンとシュルツの実験があります3)。

彼らは，サトウカエデを鉢に植えて同じ箱に入れ

ておき，その一つに傷をつけました。すると，傷

をつけられた植物体内のフェノールやタンニン量

が増加しました。これらの物質は，傷の治癒を促

進し，殺菌性があるので傷害部分からの細菌の侵

入を防ぐ働きがあります。このため，この現象は

傷をつけられた植物の合目的な応答ではないかと

考えられました。また，傷を受けていない近くの

鉢の植物体内でも同時期にフェノールやタンニン

量が増加しました。このことは，傷を受けた植物

から大気を介して何らかの情報が伝達されたと考

えると説明がつきます。彼らの報告は，樹木の情

報伝達に関するものとして注目されました。渡避

らは，食葉性昆虫であるマイマイガが，シラカン

|'WI
Ⅷ

Illl（

森林内では，大木が茂り，草や下層木がその周

辺に生育し，動物，昆虫，微生物などが生活空間

を形成しています。一見，繁雑な様相を呈してい
す

ますが，よく観察するときれいに棲み分けを演じ

ています。動物や昆虫などは，それぞれに周囲の

環境情報を認識できる感覚器官が存在しており，

見事なまでに環境に適応しています。では，植物

ではどうでしょうか。植物には環境に適応するた

めに必要な情報処理システムが存在するのでしょ

うか。また，植物には自らの生活空間を形成する

ために，特別な機能があるのでしょうか。このよ

うな植物の潜在的機能に対する関心が，最近特に

高まっています。ここでは，植物に関する最新の

研究成果を紹介するとともに，そこから得られる

夢のある技術について述べます。図は，周囲にあ

る環境情報が植物に認識され，その結果，どのよ

うな応答が得られるかを簡単にまとめたものです。

ある情報により刺激を受けた植物は，細胞レベル

での変化が起こり，その結果，植物全体でさまざ

まな応答が起こると考えられています。例えば，

バックスターらの行った研究では，植物が人間の

想念に反応し，人間がうそをつくと植物がその心

を読み取ることができること力蝋告されました')。

また，サボテンに話しかけると応答したという報

告もあります')。これらは，人間の喜怒哀楽に対

し，植物が敏感に反応したことを証明したもので

林業技術No.6341995.1



（を摂食したときに葉から雰囲気中に発散する成

分を調べ，摂食が行われるときだけ青葉アルコー

ル，すなわちシスー3－へキセンー1－オールが

増加することを報告しています4)。この現象は，シ

ラカンバのほか，ミズナラ，ポプラでも認められ

ています。本化合物は，環境から与えられるスト

レスにより葉中でリノレン酸から生合成される化

合物であることが，畑中らの研究により明らかに

されています。リノレン酸はほとんどの緑色植物

に含まれており，これらのことから青葉アルコー

ルは，緑色植物の共通語と考えられています。各

種濃度の青葉アルコールの雰囲気下でシラカンバ

を生育させたところ，青葉アルコール濃度が高い

とき，フェノール性化合物である3，4－ジヒドロ

キシピオフェノンー3β－，－グルコピラノシド

(DHP配糖体)の量が増加しました。マイマイガ

は,DHP配糖体の壁が少ないときは嗜好性を示

し，多いときは，忌避性を示します。以上のこと

から，シラカンバはマイマイガが生命を脅かす程

度に葉を摂食するとき，葉から青葉アルコールを

大量に発生させ，周囲の葉にDHP配糖体を増加

するように情報を伝達して樹木全体としてマイマ

イガから自らを防御していると説明されています。

｢吻蓮嗣關~1
1接触,傷害,重力,I
1音,光,磁場,温度I
I等
L－－－－－－－－ノ

5

また，シラカンバの冬芽精油成分がシラカンバ自

らの発芽および根の成長を促進する作用があり4》，

他の植物に対しては効果がないことも報告されて

います。これらの結果は，上記の精油成分が自ら

の出芽や開葉のタイミングをコントロールするた

めに働いているといわれています。つる性植物の

ブリオニア(B"'0"""0允α)の巻きひげからは，

巻きひげのコイル形成を誘導する化合物が見いだ

されています。この研究の中で見いだされたジャ

スモン酸メチルは，特にその活性が高く，雰囲気

中にごく微量存在するだけで活性を示しました。

このことからジャスモン酸メチルは，コイル形成

を誘導する情報伝達物質ではないかと考えられて

います5)。これらの例は,植物がさまざまな香り成

分を化学的な情報として活用していることを想像

させるものです。

植物は，発芽した場所から移動することなく一

生を終えます。ですから，自然の中では自らが生

存していくために，水分や養分などを求めて競合

し，生存競争に勝たなければなりません。そのた

め，ある植物では植物の生育を妨害することによ

り自己を防衛しているものがあります。この防衛

手段として，化学物質を用いることもあります。

、

色燕嗣暴則
I微生物,植物,1

鯉 幻

植物体内での応答
イオン濃度の変化，
各種酵素活性の変化，
ホルモンバランスの変化‘

細胞膜機能の変化等

化学的な応答

抗菌活性､殺虫活性

アレロパシー，

電気化学的特性等

r花巽弥屑報1
1植物ホルモン,I
i他感作用物質,i
l鰹薬香り物質等I
L一一・.-..-.-...-.__ノ

生物的,生物化学的な応答
呼吸,光合成，
形態形成,成長特性等

図・さまざまな情報に対する植物の応答
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写真・ユーカリのアレロパシー

ある種のユーカリ属植物では下草がほとんど生えない

この現象をアレロパシーと呼んでいます。樹木の

アレロパシーに関する報告例はたくさんあります。

クログルミ(J"97℃〃s7zZg"zz)のアレロパシーは古

くから有名です。昔からクログルミの周囲には草

が生えにくいことが知られていましたが,Bonde

らにより原因物質としてユグロン(Juglone,5-

hydroxynaphthoquinone)およびその配糖体が

同定され,活性発現機構も解明されています6)。日

本では，アカマツ(厩""sde72s"功7'Iz)の枝先から

滴り落ちる雨水が作物に有害であることを300年

以上前に熊沢蕃山が記録しています。最近になり，

LeeとMonsiにより研究がなされ,原因物質とし

てタンニン,p-クマル酸が同定されています7)｡ユ

ーカリ属の植物にもアレロパシーが観察されてい

ます｡R.delMullerとC.H.Mullerらは，アカミ

ゴムノキ(E2"α伽t"SC""Zα雌咋"siS)の樹下あ

るいは周囲に雑草が生えないことを見いだし，1，

8－シネオール，α-ピネン，β-ピネン，（＋)-スパ

チュレノールなどを原因物質として同定していま

す8>・西村らは，同じ属であるレモンユーカリ

(Ezzcα帥r"sc"γ勿dO"),マンナゴムノキ(E.

〃"""α"s)にもアレロパシーがあることを見いだ

し,原因物質として前者からp－メンタンー3，8－

オール（シス，トランス体）を，後者からは,p-

β-フェニル乳酸，2－フラン酸,p-クマル酸などの

芳香族カルボン酸を同定しています8〉。また,大東

らの行ったアカテツ科の植物（現地名アジャップ

(Adjap,B"ci肋"ej〃j"ispe7"zfz))も興味深い

林業技術No.6341995.1

ものがあります9)。この木の周囲にはその稚樹が

一面に輪生し，他種植物を全く寄せつけない光景

が見受けられます。詳細な研究の結果，原因物質

として3－ヒドロキシウリジンが同定されていま

す。小笠原諸島で旺磯に繁殖しているアカギ(BiS-

c加飾ねりα”"〃Blume)もアレロパシーカ§認め

られ，原因物質として7種のフェノール性化合物

が同定されています'0，11)。このほか，ナギ，オーク

類(cherrybarkork,whiteork,redork),モミ

ジバフウ，アメリカスズカケノキ，ラジアータパ

イン，アロウカリア，ヒマラヤスギ，ペルシャグ

ルミなどからもアレロパシーは報告され，原因物

質も見つかっています6)。

植物は，さまざまな情報を周囲に発して生活し

ています。それらの受信システムについても研究

が盛んに行われています。このような研究が進む

と，植物が今，何を望んでいるのか，何が好きな

のかなどのことを知ることができ，将来的には植

物と化学物質を介した会話が可能になるでしょう。

また，植物の発する情報伝達物質を活用した環境

に優しい農林業が可能になるでしょう。

【参考文献】

1）ピーター・トンプキンズ，クリストファー･バンド“植

物の神秘生活”工作舎，1987

2)CarlsonD.,ScientificEnterprise,Inc.Sonic

BIoom,Minesota,U.S.A.,1985

3)Baldwinl.T.andSchultzJC.,Science,221,

277(1983）

4）渡過定元“樹木社会学”東京大学出版会,1994

5)ElisabethF.andothers,Planta,185,316-

322(1991）

6）例えばRiceE.L.,"Allelopathy",secondedition,

Academicpress,74-103(1984)

7)Lee1.K.andMonsiM.,Bot.Mag,76,400-

413(1963)

8）西村弘行"未来の生物資源ユーカリ"内田老鶴圃，1987

9)OhigashiH.andothers,Phytochemistry,28(5),

1365-1368(1989）

10)OhiraT.andYatagaiM.,MokuzaiGakkaishi.,

38(2),204-208(1992)

11）大平辰朗，未発表寅料
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薑植物の防
一環境に優
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しい農薬を探して 森林総合研究所

生物機能開発部

森林化学科

生物活性物質研究室
a0298(73)3211･代表 皇葬ｼ罐~翻鑑

←植物を観察して効く成分を学ぶ。

バナムシヨケギク）の粉末が殺虫剤として用いら

れ，1921（大正10)年までにはタバコ粉剤やデリ

戸
《

ス根剤も用いられるようになった。昭和に入ると，

おなじみの蚊取線香の材料として，除虫菊の生産

が増加し，最高時には年間12,000tにも達した。

第二次世界大戦後,DDTに代表されるような

有機合成殺虫剤の出現は，農業の生産性を飛躍的
り

に高め，衛生害虫による罹病率を激減させた。し

かし，やがて環境の汚染，抵抗性害虫の出現など

の重大な悪影響が表面化してきたこともご存じの
ひっぱく

とおりである。将来的な逼迫が予想されている世

界的食糧事情を考えるとき，農薬を使用しない農

業は不可能といえる。しかし，地球的環境保全の

問題もまた，食糧問題と同等の重要性を持ってわ

れわれに突き付けられている。一つの解決策とし

て，近年新たに提案されているのが「総合防除」

と呼ばれる考え方で，天敵の利用や抵抗性品種の

開発などの新しい技術と，適切に計画された最少

の農薬の使用を組み合わせることにより，害虫に

よる被害をゼロではなく，経済的な許容範囲に抑

えればよしとするものである。同時に環境に優し

い新農薬への要求も高まっており，化学薬品メー

カーも必死に開発を続けている。しかし日々合成

される膨大な数の候補化合物の中で，厳しい基準

をクリアして，実際に野外で試験できるほどの成

績を上げる化合物は少なく，商品として日の目を

見るのはさらにごくわずかである。しかも有効な

化合物が見つかる割合は年々低下している。この

ような状況で，現在新たな突破口として期待を集

めているのｶｮ，植物中の天然化合物なのである。

植物たちの防衛手段

植物は自分を食べようとする外敵から，動いて

害虫の戦いの歴史

人間と昆虫，特に害虫との付き合いには，古く

長い歴史がある。新石器時代後期に農耕生活が始

まったときが，同時に，食糧つまり栽培作物を巡

る人間と害虫との戦いが始まったときでもあると

いえよう。古代エジプトや中国の古い記録には，

すでに人々がバッタの大発生に苦しんでいたこと

が書き記されているし，日本でも701年には，ウ

ンカの大発生による稲作への被害が初めて記録さ

れている。農業面だけではなく，人間はノミやシ

ラミなどの衛生害虫とも戦ってきた。吸血痕のか

ゆみ等の不快さだけではなく，それらの害虫が媒

介する病気により多くの人々が苦しめられてきた

し，現在でも発展途上国では重大な問題であるこ

とはご存じのとおりである。文化的な面において

も害虫との戦いは存在する。紙のルーツ中国では，

漢の時代にキハダの樹皮を用いて黄色に染めた紙

は虫害に強いことが知られていた。唐の時代には，

公文書には黄紙を使うようにという勅令も出され

たという。現代でも文化遺産の防虫は重要な問題

である。

害虫防除と植物

有機合成殺虫剤が一般に用いられるようになる

までは，人々は火や自然界から手に入る材料を用

いて害虫と戦ってきた。私たちの身近で害虫の駆

除に最も広く用いられてきたものは，除虫菊やタ

バコなど，植物を利用した防虫剤であろう。

1891(明治24)年にはわが国で初めて除虫菊（シロ

林業技術No.6341995.1
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逃げることはできない。一部の植物は，1，ケ

などを発達させて物理的な防衛策も取ってい

るが，ほとんどの植物は自分で作り出した化

学物質を組織中に蓄えておいて，化学的な防

衛策として利用している。化学物質に特有な

苦みや味，においで外敵が嫌うように仕向け

るものから，食べた者を殺してしまうような

猛毒まで，植物種全体としては数えきれない

種類の化学物質が蓄えられており，まさに｢化

学物質の図書館」といえよう。そして，これ

まで研究され構造がわかっている成分は，そ

の一部にすぎないのだ。種として被る被害の

大きさから考えると，植物にとっては昆虫が

最大の外敵であり，多くの植物が昆虫の嫌う

物質や殺虫力のある物質を蓄えていても，何

の不思議もないことがわかる。

樹木成分の防虫効果

植物に含まれる，昆虫に対する防除効果を持つ

化学物質の世界的な研究例では，草本に関するも

のが多く見られる。しかし，樹木の中にも害虫に

対して強い殺虫力や防御力のある化学物質は存在

する。例えば，最近注目を集めているのが，イン

ドセンダンに含まれる防虫成分である。この木は

日本のセンダンの近縁種にあたるが，インドの

人々は経験的に，この木の実の油（ニーム油）を

害虫が嫌うことを知っており，油の絞りカスや油

自体を水田の害虫防除や貯蔵穀物の防虫に利用し

てきた。精密な分析の結果，このニーム油からア

ザデイラクチンという強力な摂食阻害（昆虫が嫌

って食べない）効果を持つ新しい化学物質が発見

された。ほかにも，ニーム油には10種類以上のリ

モノイドと呼ばれる防虫効果のある化学物質が含

まれており，アメリカでは規格化された油が害虫

防除剤として製品化されている。

私たちがふだん見慣れている日本産の樹木の中

にも，害虫防除に役立つ成分は数多く含まれてい

る。ヒノキ属のサワラの葉には，マツヤニ等の成

分と類似した構造を持つピシフェリン酸という樹

脂成分が多く含まれている。この化合物には食品

などの鮮度を保つ抗酸化作用があることが知られ

100
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A：ピシフェリン酸B:ピシフエラールC;フエルギノール

D:アピエチオールE：デヒドロアピエチオール

図・1サワラに含まれる成分の殺ダニ活性

＊農水省技術会議事務局，バイオマス変換計画研究

報告第27号（1991）より，谷田貝らによる

ぜんそく

ているが，気管支喘息やアトピーの原因として近

年問題になっている室内性のダニに対して，殺ダ

ニ活性を持つことが明らかになった。実験の結果

は，ピシフェリン酸や，そこから簡単な化学反応

で合成できるピシフェラールという化合物が，フ

ェルギノール,アビエティノール,デヒドロアビエ

ティノールといった，マツやスギの主な樹脂成分

と比較して，強い殺ダニ性を示している（図･1)。

ゴキブリはハエと並んで家屋衛生害虫の代表格

であるが，リナロールやプレゴンといったモノテ

ルペン化合物がゴキブリに対して忌避作用を示す

ことがわかった。リナロールは日本産針葉樹の精

油中に広く見いだされる化合物であり，プレゴン

もしばしば精油中に存在する成分である。フロー

リング加工した板材にヒノキなどの樹木精油を加

えて，ゴキブリの寄り付きにくい床材を開発しよ

うという試みもなされ，一部では製品になってい

るものもある。樹木精油はダニに対しても効力を

示すため，精油を加えた繊維を使った寝具も開発

されている。

世界的に分布する重要な貯蔵穀物害虫に，ノシ

メマダラメイガという小型の蛾がいる。日本でも

精米所などでは必ずといっていいほど飛んでいる

のを見かけるし，家庭でもしばしば，そうめんな

どの保存食品が幼虫に食い荒らされていることが

林業技術No.6341995.1
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成農薬に比べ，非常にマイルドである｡そのた

め，害虫の大発生時のような即効性が求められ

る状況には不適当であるが，継続的な使用を前

提として考えた場合，土壌中での分解が容易で，

しかも害虫に対して抵抗性を発達させにくい天

然殺虫剤は，総合防除の考えには最適である。

重要なのは合成殺虫剤との状況に応じた使い分

けであろう。また効力の不一|-分な天然化合物で

も，その化学構造をベースに最新の有機合成技

術により構造変換を行うことにより，安全性は

そのままに劇的に効力を高めることも可能なの

である。天然のピレスリンが，現在使用されて

いる安価で安全で効力の高いアレスリンなどの合

成ピレスロイドの母体になった事実は，よい例で

ある。21世紀に入ると，ますます人LIは増大し，

世界的な食糧事情は逼迫するであろう。さらに環

境保全の重要性も今以上に叫ばれることは必至で

ある。そのような状況に至ってわれわれが教えを

請うのは，何億年もかかって莫大な「化学物質の

図書館」を築き上げてきた植物である。この図書

館のどこかに書き記された理想の農薬を探して，

今日も研究は続いている。

【主な参考文献】

"InSecticidesofPlantO1･igin",J.T.Arnasonet

al.(AmericanChemicalSociety)

"NaturallyOccurringPestBiol･egulators",P.A
Hedin(AmericanChemicalSociety)

"IntroductiontoEcologicalBiochemistry4th

Ed.'',J.B.Harborne(AcademicPress)

｢農薬の化学」II1下恭平ほか（文永堂）
｢植物を用いた江戸時代の書籍害虫防除法」田中誠
（家屋害虫，1991年第2号）

｢現代応川昆虫学」笹川滿礎ほか（朝倉書店）
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図･2樹木精油による害虫の成長抑制効果

ある。数種の樹木精油が，この蛾の幼虫に対して

明らかな成長抑制効果を及ぼすことがわかった

(図・2)。餌の米糠中に10mg/gの割合で精油を加

えると，3週間後の幼虫の成長は半分近くまで抑

えられる。特にヒバ材油の効力が強く,1mg/g

の量でも効果があった。また餌に直接精油を加え

なくても，揮発した精油によって同様の効果が確

認できた。

その他，シロアリに対する防虫成分がイヌマキ

やカゴノキから見つかっており，針葉樹のテルペ

ン成分が，やはりシロアリに対して効果があると

いう報告もある。また,幾つかのテルペン成分がイ

エバエに対して幼虫の成長を抑えることも報告さ

れている。針葉樹のパルプを処理するときに出る

ジテルペン酸廃液に，蛾類害虫の摂食を阻害する

効果があるという，カナダの研究者からの報告も

あり，散布剤として産業的な活用も期待できる。

植物に倣う一天然物をモデルとした未来の農薬開発

一般的に天然物の殺虫活性は有機リン剤等の合

第41回林業技術コンテストについての予告

本会では，わが国林業の第一線で実行または指導に従事して活躍している林業技術者が，それぞれの職域
において林業技術の推進のため努力し，その結果得た研究の成果や貴重な体験等を発表していただくために，
r林業技術コンテスト』を開催しております。そして審査の結果，林業技術向上のために効果があり，成績が
優秀と認められた方を毎年総会の席上で表彰しております。
参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。

①営林署森林宮，事業所主任またはこれに準ずる現場関係職員，○林業改良指導員(AG)あるいは，都
道府県有林機関の現場主任またはこれに準ずる現場関係職員，③森林組合その他団体，会社等の事業現場
で働く林業技術員

本年度は，平成7年4月20日までに各支部より，ご推せん方お願いいたします。
〔コンテス1,は平成7年5月ド旬の予定〕

林業技術No.6341995．1



10

篝優良苗木供給へのバイテク
技術の応用

い
し
心
か
つ
あ
き

凶

石
井
克
明

｜
遺
伝
子
導
入
に
よ
る
新
耐
性
付
与
個
体
の
作
出
一

森林総合研究所生物機能開発部生物工学科
組織培鎚研究室長壷0298(73)3211．代表
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写真･1

熱帯樹の

人工種子

の発芽・

森林総研

■~

4

植林を成功させる一つの大きな要素に，優良な

苗木をいかに育成するかということがある。林業

従事者の高齢化や減少を考えると，効率のよい苗

木生産システムが林木で必要とされている。一般

に育種苗として，精英樹から成る採種園産の実生

種苗が普及してきたが，より高い遺伝的盤得率を

目指しての後継林分の造成には，挿し木等のクロ

ーン苗力:有利である。林木育種の考え方や事業が

始まる以前から，古来中侭lではコウヨウサンの挿

し木造林で1()00年の歴史を持ち,口本のスギの挿

し木造林も江戸時代より始まっている。般近では，

クローン林業の名の下に，バイテク利用による苗

木生産の実用化がラジアータマツや，チーク等で

行われている。ここでは，僅良木からの組織培養

などによる苗木生産の現状と将来展望について述

べてみたい。

1．組織培養による苗木生産の現状

それぞれの地域で，璽要樹種について主に増殖

を目的とした組織培養の研究と実用化が進んでい

る。組織培養によるマイクロプロパゲーションは，

Thorpeによれば広葉樹のうち45%で腋芽から’

13％で不定芽(本来芽が形成されない場所に形成

された芽）から，25％でカルス（未分化の細胞の

塊）誘導で，17％で不定胚（受精卵以外の細胞か

ら直接形成された胚）経由によっている。同じく

針葉樹では，それぞれ28％，55％，5％，12％

であり，広葉樹と比べると不定芽誘導によっての

増殖が多いことがわかる。最近の傾向として，人

工種子への応用が可能な不定胚の誘導への取り組

みが多くされている。人工種子とは，不定胚や植

物片を球状のカプセルで包んだ疑似種子のことで，

米国のプラントジェネテイック社が特許出願した

ものである。日本ではキリンの生物研で野菜への

応用が図られているが，実用化はしていない。主

に海草から取られるアルギン酸によってゼラチン
よう

様のゲルを作り，その中に不定胚等を包み込む。

林業樹種についても，既にセドロ等の熱帯樹や，

シラカンバ，クヌギ，ヒノキ等でフラスコ内での

発芽と植物体再生や，一部フラスコ外での発芽．

.i剛生に成功している(写真･1)。今は直接土壌に播

種しても高率の発芽・再生率が得られるような各

種の工夫，新しい方法が探索されている。小植物

片や不定胚からいかに効率よく植物再生させるか，

そのための養分，植物ホルモン，酸素供給，そし

て微生物感染の防止等が成功のカギを握るだろう。

カナダのシルバジェン社では，トウヒ属のバイ

オ苗生産を目的として不定胚の活用が図られてい

る。そこでは，実用化に欠かせない苗木生産コス

トの低減のために，液体培養による大量増殖を行

い，不定胚の成熟と乾燥処理による発芽・再生率

の向上を図っている。そして，発芽後4～6週目

の芽生えを半自動の振り分け移植機で選別植え付

けし，95％以上の健全種苗を温室内に育成でき

た。一般的に、不定胚誘導にはオーキシンやサイ
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トカイニンと呼ばれる植物ホルモンの種類と濃度

が重要で，その成熟には培地の浸透圧調節やアブ

サイシン酸の添加がよく行われる。

ニュージーランドのラジアータマツの一斉植林

は有名だが，バイオ苗生産では先進国の一つであ

る｡そもそもラジアータマツの組織培養は1970年

代に研究が始まり，初めは種子の成熟胚から不定

芽を多数誘導し，シュートを仲長させ発根させる

方法で増殖系が確立した。現在タスマン林業の

テ・テコにあるバイオ施設では，年間250万本の

バイオ苗が生産されている。これらは選抜精英樹

間の交配種子の無菌発芽された芽生えから増殖さ

れた。40mmほどになったシュートは4mmず

つに切断され，8週間の間隔で継代培養される。

こうしてまず1クローン当たり3万本のシュート

を母株集団として作り，それより8週ごとに新た

に生ずるシュートを収穫していく。こうした母株

集団は32クローンでできており，それぞれ年間7

～9万本のシュー1，を生産している。これ以外に

2,000クローンが試験生産体制にあるが，これら

は同一クローンの野外成長データが得られた後に，

優良なクローンのみが母株集団となり，本格的な

生産ラインに乗ることになる。成長の検定に5年

要するので，その問同じ株は低温貯蔵されている。

再生植物が3cmくらいになり根原基が生じたも

のは，6段階の順化をガラス室で行い,10週間で

90％の生存率が得られた。このフラスコ内の環境

から外環境に慣らす順化という過程は，苗の歩留

まりを上げるために大事なところである。このよ

うにして生産されたラジアータマツのバイオ苗は

1本当たり70ニュージーランドセンI､となり,採

種園産実生や挿し木苗と比較するとまだ割高であ

る。しかし，それでもバイオ苗を利用していこう

としている背景には，バイオ苗では少鐘の優良交

配種子からでも産業造林に必要な量を供給でき，

また苗の枝張りが実生苗ほど張らず，初期植栽本

数を低くできる点が挙げられている。そして，多

少の植林コストの増加は，優良バイオ苗による妓

終生産量の増加によって十分補えると予想してい

る。また，組織培養の系を常に保持している利点

1l

として，逝伝子組換え等の新育種技術の応用をし

やすいことや，遺伝子マーカーをﾊjいての組織培

養中の優良個体の選抜がある。実際に，3地域の

ラジアータマツの林で，遡伝子マーカーを用いて

選抜することによって，材比重の5～7％の向上

を観察している。組織培養と遺伝子マーカーによ

る量的形質の選抜の組み合せによる優良バイオ苗

の生産に関する研究は，今後大きな期待を持たれ

る分野である。ラジアータマツでは，交配した未

熟胚より不定胚を多数得る技術も開発された。現

在5,800本の植物体が苗畑に鉢出しされている。

不定胚生成組織を液体窒素中に凍結保存すること

が可能であるので，野外試験で優良と判明したク

ローン起源の組織を長期間保存していた中からよ

り分けて，不定胚誘導によって苗を増殖するとい

うことができる。不定胚には遺伝子銃（微細粒子

にDNAを付着させて高速で組織へ打ち込む装

置）などで遺伝子を打ち込んで遺伝子組換えをさ

せることができ，優良鮪木創出へ向けた研究にも

都合がよい。

熱帯林樹種では，チークの組織培養による増殖

が進んでいて，タイのチーク改良センターを中心

に年間200万本のバイオ苗が生産されていると見

られている。これは高級用材樹種のチークの成木

の芽の培養や罐生苗条の培養によるもので，1本

当たりの単価が数円といわれ，人件費が安く1年

中温暖な熱帯での組織培養の可能性を示す一例と

なっている。ほかにも，ブラジルではユーカリの

挿し木用の採穂木の育成を組織培養を用いて幼若

化させるのに使用し，間接的ながらバイオ苗育成

に役立てている。

日本では新規造林而横の減少や，主要な樹種の

スギが挿し木増殖をしやすいことから，事業的な

組織培養の林業への適用は見られていない。しか

し，積極的に取り入れていこうとする取り組みと

しての組織培養研究はさまざまな樹種でなされて

きた。例えば，北海道立林試で行われているグイ

マツ雑種第一代の増殖では，芽生え，腋芽，冬芽，

成熟胚からの増殖に成功している（写真･2)。特

に，成熟胚より苗条原基を誘導して噸殖する方法
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は，順化率を上げれば大

変効率的なバイオ苗生産

が可能となろう。グイマ

ツ雑種第一代の苗は不足

気味であることから，限

られた材料のクローン増

殖として有望である。埼

玉県林試で行われたケヤ

キ優良品種の組織垪養は，

生産数千本のレベルで実
写真･2

用化される見込みだが， グイマツ雑種F1の

付加価値の高い苗の場合バイオ苗･道立林試

の成功例といえよう。シイタケ原木のクヌギやコ

ナラについては，林野庁の第一次地域バイオテク

ノロジープロジェクトの目標となり，腋芽培養，

不定胚形成等大きな成果が上がっている。とりあ

えず，採種|劇を造成する時点で自根苗であるバイ

オ苗を積極的に植栽していくことが望まれる。キ

リについては，成長点培養を行うことにより，て

んぐ巣病感染木からでもマイコプラズマ無病苗が

得られることが判明した。そのバイオ苗を野外植

栽したところ，少なくとも3年間はマイコプラズ

マの感染が認められなかった(写真･3)。永年生で

ある木本は，極々のウイルスやマイコプラズマに

感染している場合が多いと思われるが，無病苗の

大量増殖に組織培養は重要である。森林総合研究

所で行ったシラカンバの選抜バイオ苗と一般実生

苗の成長比較試験では，バイオ苗の優秀性が示さ

れた。植栽3年目で選抜バイオ苗のほうが約3割

樹高成長に優れていた。バイオ苗生産コストがも

っと低くなれば，多くの樹種で実用化への道は近

いといえよう。

2．バイテクを組み込んだ近未来林業

今後の植林へのバイテクの活用の方向は，優良

苗木そのものの育種とそれの増殖，さらに多様な

遺伝資源の保全にあろう。

林木の育種は，これまでの選抜，交雑，突然変

異育種の璽要性は決して変わらないものの，これ

からは組織端養変異，細胞融合，遺伝子組換えの

利用が漸増するだろう。一種の突然変異である培
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キリ無病

バイオ苗

の生育・
筑波大学

養変異（ソマクローナル変異と呼ぶ）では，選抜

母集団制1轍に取れることや，多様な選抜圧を加

えられるなど，病害抵抗性や耐塩性等の育種に大

きな可能性を持っている。細胞融合は，本来交配

不可能な組み合わせで画期的な樹種を創出できる。

砂漠植林や将来の他の惑星への植林などに耐えら

れるものができる可能性がある。遺伝子組換えで

は，目的遺伝子を広くさまざまな生物種から取っ

て利用でき，的を絞った育種の方法としてますま

す研究が進展するものと思われる。そしてこれら

の多様な材料から最優良個体を選抜するときにも，

組織培養と迩伝子マーカーを用いることにより，

数年から数十年の育種期間の短縮が可能となろう。

優良クローンの増殖では不定胚を用い，かつ人

工種子を活用したバイオ苗供給が一部で行われる

だろう。シュート増殖による組織培養では，簡易

なロボットアームの利用や植物工場的な手法が取

り入れられ，苗木生産コストの大幅な低下が図ら

れよう。

近未来の林業では，ますます環境保全と林業生

産との調和が求められる。伐採禁止の森林面積の

増加は必定であるから，限られた生産林での生産

性を高めるためにバイテク利用が欠かせなくなる。

遺伝的に多様な環境造林の考えも必要になる。そ

の際，多様な遺伝資源の保全にバイテク利用の施

設保存が一翼を担うだろう。いずれにせよ，これ

からは遺伝的多様性を重視した環境保全林の維持

増進と，施業管理の行き届いたクローン林業を主

体とする生産林の2本立てでいくことが林業に求

められていると思う（カット参照)。優良な種苗の

供給とともに，森林遺伝資源の保存，供給におい

ても，森林バイテクの利用が求められている。
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I

△

←次世代を残すときに，比較的行動を共にする遺伝子群をマーカー

を使ってとらえ，染色体上の遺伝子の位置関係を示す地図作りが
進められています。なぜかは本文を読んでのお楽しみ。なお，林

木の染色体に実際にはシマ模様はありませんのであしからず。

f
マ

▲

で，関与する遺伝子は多因子であると考えられて

います。関与する遺伝子の数が多く，個々には分

析できないことが，量的形質の遺伝学にいつも付

きまとう悩みであり，質的形質の遺伝学に大きく

水を開けられる原因でもありました。

2．量的形質の標準的な取り扱い方

すっきりとした遺伝分析ができなくても，遼的

形質をなんとかしていきたいという気持ちは多く

の遺伝研究者が長年持ち続けてきました。それは

やはり，栽培植物や家畜の多くの有用形質や生存

力，適応度など重要な形質が鐘的形質だからです。

量的形質は微少な効果を持った多くの遺伝子が

関与していると考えるのが普通で，これらの遺伝

子をポリジーンと呼んでいます。ポリジーンの

個々の効果は非常に小さく環境の効果よりも小さ

いので，個々の遺伝子に注目して分析することは

困難だといわれています。ポリジーンというのは

概念的な言い方で，その本質はほとんどわかって

いません。

このようなとらえどころのない遺伝子群の研究

が大きく進展したのは,1950年代から60年代の

終わりにかけて，ファルコナーやメーサーといっ

た学者たちによって統計的方法が確立された時代

です。この時期を第1の発展期とすれば，1990年

代もまた大きな転換期になるでしょう。

第1発展期の成果は，集団中の変異の量を分散

という統計学の言葉で表し，それを遺伝的素質に

基づく遺伝分散や環境の効果に基づく礫境分散な

どに分けることができたり，また遺伝的素質の相

対的重要度を遺伝率という指標で表現したりする

1はじめに－量的形質の悩み

植物でも動物でも，環境の速いや育て方の違い

とは思えない差が個体ごとにあると感じることは

多いと思います。花や葉・幹の形や色合い，材質，

成長のよしあし，病虫害・気象害抵抗性などさま

ざまな形質がありますが，これらは多かれ少なか

れ遺伝子が関与しています。生物の持つ形質は，

おおまかにいって，質的なものと故的なものに分

けることができます。

質的な形質とは，例えば有名なメンデルの遺伝

法則の発見で使われたエンドウの種子の丸・四角

とか子葉の色の黄・緑とかいうように，不連続で

はっきり区別できる形質です。このように明確に

区別できる形質で，かつ関与する遺伝子がなるべ

く単因子であるようなものを選んで分析するとい

うやり方は，メンデルの遺伝の法則に始まり，突

然変異の分析や染色体地図の作成などを経て，近

年の分子遺伝学の目覚ましい発展に見られるよう

に，極めて大きな成功を収めています。交配実験

の容易さなどの理由から遺伝学の対象としては，

従来，ショウジョウバエ，大腸菌，ウイルス，シ

ロイヌナズナ，各種栽培作物，マウスなどが用い

られてきましたが，近年ではヒトや林木なども，

ようやくこのような遺伝研究のターゲットになっ

てきました。

これに対して，樹高・直径・材績・抵抗性など

林木の育種で対象となる形質のほとんどは連続的

に変化し，はっきりいくつかの型に分けることが

難しいものです。これが斌的形質と呼ばれるもの

林業技術No.6341995.1
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方法が確立したことです。これにより，人為選抜

を行った場合の効果をきちんとした理論の裏付け

の下に予測できるようになりました。多少とも育

種にかかわった経験のある方ならばよくご存じの

分析方法ですが，数式がたくさん出てくるので苦

労された方も多いかと思います。

林木では小さな実験生物に比べて環境の影響を

コントロールしにくいことから，苗畑や山に植え

る検定林のデザインや分析方法について，分散分

析法を中心にして多くの応用が工夫されました。

このような統計的方法はたいへん有効で，現在で

もよく使われています。個々の遺伝子の効果はわ

からないのに，全体の動きはだいたいわかるとい

うことは実用的で重要なことです。

これに対･して，ポリジーンの実体が何であるの

か，その正体のしっぽだけでもつかまえたいとい

う動きが近年出てきました。

3．遺伝子の地図作り

遺伝子は紺,胞の中の染色体と呼ばれる長い縦の
ようなものの上に連なっています。遺伝子の数に

比べて，染色体の数は多くありません。例えばヒ

トで23本,ショウジョウバエは4本,スギでは11

本です。つまり，1本の染色体には多数の遺伝子

が乗っているのです。次の世代を残すための花

粉・精子や卵を作るとき，同じ染色体上の近い位

置にある遺伝子はだいたい行動を共にしますが，

あまりに遠い位置にあると必ずしも行動を共にす

るとは限りません。このように次の世代を残すと

きに，ある避伝子同士が行動を共にする確率を観

察することにより，遺伝子同士の連鎖関係を知る

ことができます。このような遺伝子の位置関係を

示す地図はまずショウジョウバエで作られ，多く

の実験動植物に応用されてきました。

遺伝子の地図作りができるかどうかは，人工交

配が容易にできるという条件もありますが，発見

されている遺伝子の数が多いということがもっと

重要です｡ショウジョウバエでは1967年までに約

3,000個の突然変異が見つかっていました。ヒト

でも1980年までに約1,500個が記載されていま

す。これに対して，例えばスギでは,1980年の大

林業技術No6341995.]

庭によるまとめでは約29個のみとなっています。

遺伝学の初期のころは，遺伝子の発見は色や形

の変わり者，すなわち同で見える表現型の突然変

異として発見され，それが単一の遺伝子によるこ

とはわかっていても，遺伝子の実体は不明でした。

地図上の位置だけが明らかなものが多かったわけ

です。これに対して近年，分子遺伝学が発達して

遺伝子の本体であるDNAを直接扱うようになっ

てからは,DNA分子の上での差が先に発見され，

逆にこの差が表現型の上ではどういう違いとなっ

て現れるものだろうと問われる状況になってきま

した。

もっとも，非常に長いDNA分子の中で何らか

の働きを持っている部分は一部にすぎないことが

わかっていますので,DNAの上で差があっても

それが表現型の違いとなって現れるかどうかはわ

かりません。ともあれ,DNAに差があれば,地図

を作るためのマーカーとしては利用できます。

DNAマーカーにはいくつかの種類があります

が，その中で最近の地図作りに頻繁に利用される

ものに,RAPDと呼ばれるものがあります。その

詳細は省きますが，探索を続ければおそらく1年

間にでも数百のマーカー部位を探すことが可能で，

林木のようにもともとあまり多くの遺伝子が知ら

れていない生物において，地図作りのマーカーを

供給するうえで非常に便利なものです。

従来からの可視突然変異,タンパク質の変異(ア

イソザイムと呼ばれます）にDNAのマーカーを

加えて，林木においても地図作りが急ピッチで進

められています。スギを例に取りますと，松田ら

(1994)はl母樹からの単相胚乳のサンプルを用い

て175個のRAPDマーカーから成る13個の連

鎖群を示しています。さらに向井ら（1993）も，

オキノヤマとクモトオシを元親とする3世代家系

のサンプルを用いて17個の連鎖群を示していま

す（図参照)。スギの染色体数が11であることを

考えると,連鎖群の数も将来は11に収れんしてい

くはずです。図に示した地図では，2つのアイソ

ザイム，26のRAPDに加えて,59のRFLPマー

カーが含まれています。このRFLPというのも
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まり，幹の太りに関しては関与するポリジーンの

うち実質86％までもが大きな効果を持つ4つの

遺伝子に支配されていたわけです。多因子だろう

と決めつけないで，効果の大きい遺伝子を発見す

ることに希望を持つことが大切です。

QTLの検出では図に示した地図のようにはっ

きりと位置が示されるのではなく，どの辺りにあ

る確率が最も高いといった「降水確率付き天気予

報」のようなものが得られます。しかし，大きな

効果を持つQTLのだいたいの位縦が示されるこ

とは，近くに位置するマーカーを利用して選抜を

効率よく行う方法に道を開くものですし，まだま

だ先のこととはいえ，個々のQTLが分子遺伝学

的な分析の対象となる可能性を示すものです。

残念ながらわが国の林木ではまだQTLの検出

例を紹介することができません。それは詳細な地

図がまだ未完成であることと，連鎖分析のための

よい家系材料がこれまでに作られていないことが

哩由です。私たちも含めてR本の研究者の一層の

頑張りが必要ですが，鉦的形質の分析に新しい展

望が見え始めたと感じています。

DNAマーカーの一種で,詳細は省きますが，ここ

で用いているものはその多くが何らかの表現型に

関与する可能性を持っているものです。

4．再び量的形質へ

地図力群細に作られるようになって，量的形質

遺伝子(QTL:QuantitativeT1･aitLoci)の探索が

盛んになりました｡これは,とらえどころのなかっ

たポリジーンの中から比較的効果の大きい遺伝子

を，地図上のマーカーとの連鎖の観察によってつ

かまえていこうとするものです。最初の報告は

Patersonら(1988)によるトマトの糖分含有麓の

分析で,6個のQTLが検出されました｡この成功

を発端として,さまざまな栽培植物でQTL探しが

始まり，林木においても研究が進み始めています。

例えばワシントン大学のグループではポプラの

雑種をF1とする3世代家系を用いて,232個の

RFLPと111個のRAPDから成る地図の上に，

樹高，直径，材積，さし木発根性などに関する1

～5個のQTLを検出しています。特に2年生時

の幹の太りでは4個のQTLが検出され，これら

によって遺伝分散の86％が説明されています｡つ

休難技術N().6341995.1
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一

←多くの系統の中から耐病性のある品種を効率よく選ぶ方法が開

発されれば，末はこうしてああしてと…。
優良かつ

耐病性系統

たシイタケも多く出向るようになりました。以下，

シイタケの栽培を例に原木および菌床栽培におい

て発生する病害について述べてみたいと思います。

原木栽培の場合，木を伐倒後，木の組織が死に

始めると，この木を腐らせるために種々の微生物

が働き始め，シイタケ菌とほだ木の材の奪い合い

を行います。ほだ木が乾燥しすぎたり，水分を多

く含みすぎるとその条件を好む木材腐朽菌が生長

してきます。これらの菌はシイタケ菌を殺すこと

はありませんが，シイタケ菌より優勢となるとシ

イタケ菌は弱ってしまい，活力がなくなり，収稚

も多くは望めなくなります。しかし，ほだ水が完

全に駄目になることは少なく，後にシイタケ菌が

好む環境にすると，ある程度は回復します。

最も恐ろしい病気はトリコデルマ菌等の菌寄生

菌です。これらの害菌はシイタケ菌に絡みついた

り，菌糸の内部に侵入したり，シイタケ菌を殺す

毒素やシイタケ菌の細胞壁を溶かしてしまう酵素

を分泌したりして養分を摂取します。伏せ込んだ

ほとんどのほだ木が全滅して大きな被害が生じた

ことが過去にありました。トリコデルマ菌はもと

もと主に土壌に生息する糸状菌で，至る所に生息

していますが，この害菌が存在すればすべてが病

気になるとは限りません。病気が起こるには宿主

(シイタケ菌）と寄生軒（トリコデルマ菌）との力

関係で決まります。シイタケ菌は妓通温度より高

温（30℃以上）では生長が悪く，弱体化します。

また原木の水分が多いとトリコデルマ菌はシイタ

ケ菌を侵害しやすくなります。

これら木材腐朽菌や菌寄生菌は自然界では重要

な役割を担っています。木材腐朽菌は木の組織の

キノコ

農作物が種々の病気に侵害されるのと同様に栽

培きのこも病気にかかります｡病原菌は糸状菌(か

び）や細菌およびウイルス等です。きのこの子実

体が病気になる場合と基質（陪地やほだ木の材）
まんえん

中に蔓延している菌糸体が捕気になる場合とがあ

ります。

食用きのこの栽培形態は大きく分けて原木栽培

と菌床栽培とに分かれます。原木栽培はコナラや

クヌギなどの原木に純粋に陪養した種菌を接種し

て，原木の内部にきのこの菌糸を蔓延させ，きの

こを発生させます。きのこの種類により，適する

樹種，原木の長さ，伏せ込み方法（原木内に菌糸

を蔓延させる方法）や立て込み方法（きのこを発

生させる方法）が異なります。栽培上，特に重要

な時期は伏せ込みの時で，誤ると菌糸が蔓延しな

かったり，病気にかかります。原木に種菌を接種

したものをほだ木といいます。シイタケは主に原

木で栽培され，ほかにヒラタケやナメコも同様の

方法で栽培される場合があります。菌床栽培は，
おがくず

原木の代わりに広葉樹やスギの鋸屑（木粉）に米

ぬかやふすま等の栄養源を混合し，水を加え，耐

熱性の瓶や袋に入れて蒸気で殺菌して培地を作り

ます。この培地に純粋培養したきのこの極菌を接

種し，菌糸を生長させます。菌糸が十分に培地に

蔓延したとき，培地の一部または全部を露出させ，

きのこを発生させます。エノキタケ，ヒラタケ(商

品名･しめじ)，ナメコおよびブナシメジ(商品名・

ほんしめじ・やまびこしめじ）等はこの方法で従

来から作られています。最近，この方法で作られ

林業技術No.6341995.1



セルロースやリグニンを分解し

て無機物に還元します。これら

の菌がなければ，森は枯れ枝や

落葉でいっぱいになってしまい

ます。また菌寄生菌がいなけれ

ば，樹木は病原菌や腐朽菌の被

害を多く受けるようになります。

菌床栽培では培地を滅菌しま

すので，滅菌直後の培地は外部

から混入する害菌にとって競争

する相手のいない栄養分豊かな

格好の餌です。菌や塵の存在し

ないクリーンルームで培養すれ

ば病気の心配はほとんどないと

考えられますが，通常の栽培施

設では換気用に外気を導入する

ため，常に種々の害菌の混入が

考えられます。混入する微生物

の菌床での阻害形成により，攻

撃型，先行型，競合型および後

発型の4つのタイプに分かれま

簡床およびほだ木
から害薗の分離

既存の

優良系統

す。攻撃型の阻害はトリコデルマ菌等の菌寄生菌

により起こります。これらの害菌は素早く伸長し

て培地を占有すると同時に，シイタケ等のきのこ

の菌糸を殺傷して養分をそこからも吸収します。

培地内はこの害菌に置き換わってしまい，きのこ

の発生が見られなくなります。先行型の阻害では

菌床の殺菌不良によりもともと存在した害菌や，

殺菌後の放冷・接種時および培養初期に菌床内に

侵入した害菌がきのこ菌糸より先に培地を占領し

てしまい，きのこの菌糸がほとんど蔓延できず，

きのこの収穫が著しく減少します。競合型の阻害

は腐生性の菌または病原性の弱い菌寄生菌で起こ

り，これらの害菌がきのこの菌糸と同じ生長速度

で競合しながら生長する結果，きのこの菌糸の培

地に占める割合が少なくなり，収穫量が減少しま

す。後発型の阻害は子実体（きのこ）の発生操作

(菌かきから芽出しの初期)時に感染し，子実体が

できなかったり，子実体の発育が悪かったり，子

実体に病斑ができたり変形したりします。菌床栽

'7

保存されて↓､るシイタケ1Miの系統

’

臘床嬬養

ag-----g

害I卿の接砿

旬旬-…-日

被害の測定
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液体培誰
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司開哩雪宵
抗菌性物質の測定

飼 画
’

進抜された

耐病性系統

図｡l耐病性系統の選抜と育種

培は同一の施設を繰り返し使用し，また閉鎖的な

空間ですので，汚染微生物の密度が高まりやすく，

密度が高くなると混入の確率が増加し，被害が激

しくなります。

また，両栽培方法に共通して種菌の病害と子実

体の病害があります。種菌は菌床栽培と同様に鋸

屑培地または種駒に純粋に菌を蔓延させます。こ

の培地に病原微生物が混入した場合，きのこの菌

糸と病原菌とを同時に原木または菌床に接種する

こととなります。菌糸を直接攻撃し，死滅させる

害菌が混入していると，徐々に種菌を攻撃し死滅

させます。最も深刻な被害としては，接種時には

混入がわからず接種したロットすべてが発病し，

収種が皆無になり，また施設を汚染することです。

子実体の病気は，子実体の組織すべてがきのこの

菌糸でできていることから植物の場合と似ていま

す。植物の病気と同様に，糸状菌，細菌およびウ

イルスにより，きのこが変形したり病斑ができた

り腐敗したりします。

林業技術No.6341995.]
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f実体形成

成

子

病害予防のために培地調製時に

出
決められた濃度の殺菌剤を混入す

ることは許可されていますが，病繭糸の切断
気が生じても農作物のように病気

↓
の部分に薬剤を散布することはで

圏きません。最も重要なことは，原昨素処理
木栽培においては適切な環境条件

に伏せ込むことや伏せ込み中の管 ↓
理を適切に行うこと，菌床栽培に ⑭三ヲ

おいては栽培環境をきれいにしてプ･ﾄブ’ｽﾄ;:→
害菌の密度を減じることです。も‐ヂ”埋&麺朝ピン四一里凹堀レー‐ーー、JOU プロトプラストの培養

つと直接的に防ぐ方法として病気プロ1，プラス|､の利用

に強い品種（耐病性品種）が求めによる･一次菌糸の作出

られています。現在，たくさんの 図・2シイタケ菌の生活環とプロ

一次菌糸生長

シイタケ篇の生活環

トプラストの利用による一次菌糸の作出

系統の中から耐病性のある品種を

効率よく選ぶ方法の開発を行っています（図・1)。

基本的な方法は，シイタケ菌を培養しておき，そ

れに病原菌を接種して病気の生じる程度を検討す

ることです。また，シイタケ菌自身も1､リコデル

マ菌に対抗するために抗菌性物質を生産しますの

で，この物質の最を測定することにより耐病性品

種を選抜する方法も研究されています。ほかに病

原菌が分泌する毒素や酵素に対するシイタケ菌の

反応なども利用できると考えられます。耐病性品

種が選抜されれば他の品種と交雑を行い，耐病性

を発現する性質がどのように遺伝するか調べます。

遺伝様式が解明されますと優良な品種に耐病性の

遺伝子を導入することができます。

シイタケ菌の生活環は，まず子実体のひだにで

きた担子器に胞子が4個形成されます(図・2)。担

子器内で核の減数分裂が起こり，各胞子には1つ

の核が入ります。この胞子が発芽しますと単核の

菌糸（一次菌糸）となり，性の異なる一次菌糸が

出会うと細胞は融合し，互いの核が1つの細胞に

入り，そのまま2核のままで分裂をしていきます。

これを二次菌糸といい，子実体（きのこ）を形成

することができるようになります。きのこの育種

は主として複数の一次菌糸を分離し，次に一次菌

糸同士を交配して二次菌糸を作り，これを各種検

定により優良な系統を選抜する方法により行われ

林業技術No.6341995.1

ています。今までは一次菌糸を得るためには子実

体を発生させて胞子を得る必要がありましたが，

最近は二次菌糸をプロトプラスト化することによ

っても得られるようになりましたので，育種期間

を短縮することや遺伝様式の究明がやりやすくな

りました。一般的に，病原菌の感染を受けた後に

示す作物の病徴や耐病性の発現等の現象は，宿主

と寄生者との遺伝的な性質によって決まります。

これらの研究が進み，耐病性の機構が明らかにな

れば耐病性を支配している遺伝子が発見でき，そ

の塩基の配列もわかり，寒天培地上の菌糸でも検

定ができるようになると考えられます。将来はこ

の遺伝子だけを遺伝子工学により他の系統に導入

する技術が確立されるかもしれません。

きのこは山のものとして従来は山間地で栽培さ

れてきました。消費者の好みや商品価値を高める

ために種々の操作が必要になり，生産現場が山か

ら里へ下り，里での簡単な施設栽培から工場的生

産へと変貌してきています。きのこは現在でも中

山間地域の重要な産業です。種々の病原菌に対す

る耐病性の遺伝子を持ったきのこの品種が作出さ

れれば，大がかりな殺菌施設や空調施設がなくて

も良いきのこを栽培できると考えられます。そう

すれば中山間地域で簡単な施設を利用したきのこ

栽培が再び盛んになるでしょう。
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〃 業關康行募一賃

1 月

区分 行事名 期間 12111!剛体／会場／行酬内容等

山形

中央

群馬

全国

第14回みちのくこけしま
つり

(社)日本植木協会創立25
周年記念全国大会

第35回全群馬近代こけし
コンクール

第29回林業関係広報誌コ
ンクール

1．19～22

1．25

1－25～29

みちのくこけし協会／十字屋山形店8IIfil"i場(II1形市幸町2-8)/みち
のくの風土に生まれ育った「伝統こけし」r木地玩具」の鑑猫とその振興・
発展および技術の向上・齢惜客の誘致宣伝を図る･

(社)日本植木協会／京王プラザホテル/(#t)H本植木協会会員の融輔1･"
束の強化と植木の生産・流通の安定を図り，協会の発展と国土環境緑化の
推進に衝する。

群馬隈／群馬会館大広間（前柵市大測I12-1-1)

区分

中央

行事名

森林・木質資源利用先端技

術推進協議会シンポジウム
｢木を生かす先端樹術」

一般公開講演会のお知らせ

締切1月末
R

期間

2．3

(社)全倒林業改良普及協会査03-3583-84161

2 月

膳雌剛体／会場／行珊内容瀞

森林･木質寅源利用先端技術推進協議会念03-3206-3046／木材会館／木材
利用に新しい道を側く可能性を持つ先端技術を取り上げ，その開発の経
緯・現状・将来性について紹介し，また編広い分野の企業のパネリスI､か
ら，それぞれの分鮮で求められたり問魎となっている木材利用法や加工技
術について提言していただき．将来の先端技術を探る。

砂漠に森林を創る－緑の国際協力一
趣旨地球のあちこちで砂漠化が，いま，進んでいます。土地を綴い，潤いのある環境を護っている
森林や緑が消えて不毛な土地がふえる現象です．その原因には人間の活動が深くかかわっています。
そこで,砂漠や乾燥地での水のはたらきと，生物の生態とを理解し，人間活動とのかかわりを調べ
ることは砂漠化を防ぎ，森林を再生させるための基礎です。これらの最新の研究成果を報告し，「砂
漠に森林を創る」私たちの緑の国際協力の科学的な戦略を語ります。

日時平成7年2月3日（金）午後1時～4時15分（12時30分開場）

場所東京都千代田区有楽町朝日ホール（マリオン11階）

講演地球の砂漠化を防止する吉川畷（岡山大学）
アフリカの乾性疎開林の土壌八木久義（東京大学）
砂漠が緑になると，井戸水がふえるか大手信人（京都大学）
砂漠化地域の生態史と緑化小林達明（千葉大学）

主催側林学会（文部省科学研究蟹補助金「研究成果公開徴」による）

申し込み方法参加希望者は住所，氏名，年齢，職業を記入のうえ，ハガキかFAXで下記へお申し
込み下さい。無料（先着順）

〒102東京都千代田区六番町7日本林業技術協会別館側林学会公開講演会係
電話およびFAxO3-3261-2766

林業技術No.6341995.1
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詞仙ヨ;職急劇蝿コンテXj､,墓ヨョ 属
の
所
も
の
の
者
時
表
表
・

発
発
す

各
は
でＩ ’I

び，各1本を選定し，追番を付し，

由良1号，2号，3号とした。

調査項目：①優良シキミの条件，

②樹高・根元径・樹冠1幅・樹冠高，

③葉の特徴，④切り花の鮮度保持

日数，⑤市場価格，を調査した。

調査時期：葉および切り花の鮮

度保持日数については，5月

(春)，8月（夏)，11月（秋)，2

月（冬）の4回の調査，その他に

ついては年1回の調査とした。

3．調査結果

優良シキミの条件調査：現地調

査および林木育種センター関西育

種場・シキミ取扱業者等からの聞

き取りにより調査した。

樹高・根元径・樹冠幅・樹冠高

の調査：3系統から選木した調査

木3本について，選木時に調査し

た（表・1)。

葉の特徴調査：

(1)葉の採取

樹冠を上・中・下の3段階に

区分し,充実した葉各20枚を

無作為に採取して調査した。

(2)調査項目

葉柄の長さと太さ・葉の大き

さ・葉の形等を調査した。

(3)調査結果

優良シキミの選抜と有利販売

大阪営林局神戸営林署

安田宜浩・小西忠重

2．調査方法

調査地：兵庫県洲本市由良国有

林1003林班に小班4.91ha,シキ

ミ22年生(5～39年),ha当たり

3,445本。

調査木の選定：シキミ生産林内

に生育する天然生シキミを観察し

たところ，葉の形質が異なるもの

が見受けられたので，その中から

特に形質の異なる系統のものを選

1はじめに

都市近郊に所在する木材生産機

能の低い，いわゆる低収益林分の

多くを管理している当署にとって

は，これらの低収益林分からの収

入確保が重要な課題となっている。

そこで，シキミの優良品種を選

抜し，有利販売を進めるため，シ

キミの系統区分調査を実施したの

でその概要を報告する。

表･1系統木の調査結果

樹冠幅酬

区分 香
同
叩

樹 根元径

、

樹冠高

酬上 中 下 平均

56
－

52～60

85

80～90

90
－

80～100

100
－

80～120
由良1号 220 92 200

20
－

20～20

帥 100
－

80～120

80
由良2号 140 87 100

80～80 60～100

107

1伽～113

200
-

190～210

70
－

40～100

78
－

55～1伽
由良3号 348 116 200

表･2系統別鮮度保持日数調査表

5月期（春）8月期（夏）11月期（秋）

日照区｜日陰区｜日照区｜日陰区｜日照区日陰区系統別

鮮度保持
期間

壗
醗
鮮度保持
期間

保持
日数
鮮度保持
期間

保持
日数
鮮度保持
期間

保持
日数
鮮度保持
期間

保持
日数
鮮度保持
期間

保持
日数

5/25
～

6/12

5/25
～

6/21

8/23
～

8/27

日 雷 ｢口画
ロ 8/23

～

9/18

白 11/15
～

11/29

日 11/15
～

12/3

,画．
墜画由 良

1号
18 27 4 26 14 17

5/25
～

6/4

8/23
～

8/26

5/25
～

6/11

8/23
～

9/17

11/15
～

12/1

11/15
～

11/30

由
２
良
号 10 17 3 25 16 15

5/25
～

6/10

5/25
～

6/21

8/23
～

8/25

8/23
～

9/12

11/15
～

12/1

11/15
～

12/8

由
３
良
号 16 27 2 20 16 23

林業技術No.63419951



表･3調査結果と優良シキミの条件との対比表

優良シキミの条件 備考

収益性

幹．枝

葉

実

その他

①市場価値が高い

②収量性が高い

①幹が通直・濃緑色・肌平滑

②枝の着生が均一で多く節間が短い

⑧枝の着生が鋭角

①小さい．丸い．受け葉で量が多い

②濃緑色で厚く光沢が良い

⑧着生が鋭角

④辺縁の波打ちが少ない

①結実が少ない

①気象害・病害虫に強い

②萌芽力が大きい

③日持ちが良い

調査木

1号2号3号

○××

△△○

○○○

○△△

○○○

○××

○△△

○△△

○△×

－1－－

引き后

1．優良シキミの条
件と比較して

①同等と思わ
れるもの＝○

②やや劣る＝△
③劣る＝×

2表示のない条件
欄は合回調査しな
かった

①葉柄の長さ・径：2号がや

や細長く，1，3号では大

差なし。

②葉の長さ：1号が68.4mm

で最も短い。

③葉の幅：形状比（長さと幅

の比)では1号＝38.3とい

ちばん広い。

④葉の大きさ(面積）：1号＝

17.9cnfでいちばん小さい。

6漂の形の反り具合：反りは

全系統に見られるが，反り

の比で見ると1号＝6．5と

いちばん小さい。

⑥辺縁の形：1号は表に反り，

深さ3.51nnl,受け葉で発生

率は100％。2号は発生率

60%で深さ2.6ml,3号は

100%で波打ちの関係もあ

り裏反りが認められる。

⑦波打ち：1号は発生率100

％，波打ち回数1．0で極め

て少なく，3号はすべて辺

縁に見られた。

⑧以上のまとめ：1号の葉は

小形で厚く，丸味があり，

受け葉で葉の反り，辺縁の

波も少なく，色・光沢とも

よく，優良シキミの条件を

備えている。2，3号は品

質的に劣っている。

切り花の鮮度保持日数調査：各

系統別に20～30cnlの切り花10本

を水道水に浸積し，切り花として

使用できなくなるまでの経過日数

を調査した。11月期（秋）を除い

て5月期（春)，8月期（夏）にお

いては，いずれも1号が優れてい

る（表・2)。

市場価格の調査：販売時期やI品

質により価格差が大きいといわれ

写真・由良1号，
2号，3号

崩且1吋

一

ー■~■

21

ているが,由良1号の取引伽格(平

成5年12月神戸市場)から見込む

と,10kg当たり8,000円程度には

なり，無差別込み物の6,000円と

比較してかなり有利であることが

わかった。

4．考察

以上の調査結果から，優良シキ

ミの条件と対比してみると，表･3

のとおりである。

収益性および葉の形質などから，

調査対象木の中では，由良1号が

最も優れている結果となった。

5．おわりに

近年，マツ枯被害跡地や休耕田

を利用したシキミ栽培が各地で取

り組まれ，生産体制も整いつつあ

る。すでに，京阪神においては和

歌山県龍神産のシキミが人気を得

ており，市場における販売競争の

激化が予想されている。

こうした中で，優良シキミの条

件が明らかになり，また優良シキ

ミとして将来，期待の持てる系統

が発見できたことは大きな成果で

あった。由良1号を品種として固

定化に向けた追調査をさらに進め

ていくこととし，優良品種の選

抜・増殖，台木の更新により優良

シキミの生産を増やして，激化が

予想されるシキミの販売競争を乗

り切っていきたい。

自白Z月 由良．丹

一 ‐

I学
症…、百万“型…

林業技術No.6341995.1
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駒ケ岳山麓におけるシイタケ原木の生産
について

函館営林支局森営林署

関浩・斎藤義雄

ように間伐率は19％,造材歩止ま

りは約80％になっている｡④作業

方法については，伐倒，玉切りな

どには手工具，電動チェーンを，

集材はスノーモービルとトラック

で行っている。⑤販売額，付加価

値生産額については表･2に示す

とおりであり，ミズナラ1m3当た

り販売額は約16,000円となって

おり，1人工当たり生産額は約

5,000円である。

4．まとめ

(1)現在事業を実行している箇所

は，薪炭林として伐採されており

(昭和30～40年代),再生されてい

る林分の林齢は25～30年のもの

が多い。

(2)一定の生産量を維持しながら，

シイタケ原木等を継続的に安定供

給できる適正林分に誘導すること

によって，地域の振興に寄与でき

るとともに，収入の確保や冬期の

有効な仕事に大きな位置を占める

ことができる。

(3)当署では，これまで「ミズナ

ラ更新状況調査」について第2報

まで報告しているが，今後，発芽

以後の照度との関係や，芽かきと

自然淘汰の場合との成長量の違い

なども含めて継続調査し，きめの

細かい具体的な施業を確立したい

と考えている。

1．はじめに

近年，山菜志向の高まり等の中

でシイタケ生産量も増加している

が，一方では広葉樹資源の減少に

より原木が不足し，生産業者はそ

の確保に苦慮している。このよう

なシイタケ原木の供給不足を背景

に，駒ケ岳山麓国有林のミズナラ

を主体とする過密な広葉樹二次林

を調査したので，その結果と，こ

れを活用しシイタケ原木等生産の

特定事業の実行状況について報告

する。

2．調査結果

ミズナラの賦存量：シイタケ原

木生産林分としての対象面積は約

107haで，ミズナラ総賦存量は約

12万本であり，そのうち10cm上

の量は約6,000本で54％を占め

ている。

原木生産対象林分：駒ケ岳山麓

の広葉樹二次林が対象林分である

が，この林分は萌芽や天然下種更

新が旺盛であること，林分の過密

化によって中・下層木の枯損が多

く，大径材生産林には適しないこ

と等から見て，上層間伐を行い，

シイタケ原木等としての供給に活

用することが適当と判断される。

3．シイタケ原木等生産特定事業

（天然林間伐）

①萌芽更新と天然下種更新が考

えられるが，萌芽発生率（昨年度

の伐採箇所)は93％であり，確実

な更新方法と考えられる。②天然

下種更新については，母樹は100

nfに1本を適正な配置で残す。③

特定間伐については､表･1に示す

表･1特定間伐の実行内容
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項 目’平成4年度｜平成5年度予定

実行期間

実行面積

ミズナラ伐倒本数

立木材槙

生産量

歩止まり

間伐率

人工数

4年12月1日～
5年3月8日

1689ha

7,540本

514吋

408nf

79％

19％

1,335人工

5年11月18日～
6年3月下旬

1360ha

lO,000本

735m

585m

80％

19％

1.716人工

表･2シイタケ原木，木炭原木生産の実績

項 目｜平成4年度実績平成5年度予定

シイタケ原木(生産量）
（本数）

（販売額）

木炭原木（生産量〕
（棚数）
（販売額）

合計（生産墨）
（販売額）

1nf当だり販売額

1人工当たりの付加価
信牛産顯

207爪

34,150本
4,724千円

210IVf

150棚
1.777千円

408IYf

6,501千円

15.933円

4,870円

317ITr

45,000本
6.953千円

268nf

200棚
2.369千円

585㎡

9,322千円

15,935円

5,430円



カラマツ間伐材利用の一考察

1はじめに

青森営林局管内のカラマツ林は

約90,000haで，そのうち岩手県

内(国有林)は68,000ha,蓄積約

550万㎡（80㎡/ha)で当局の75

％を占めている。

このカラマツについての特質，

利用実例，木材の販売と流通の問

題から今後の施業のあり方，需要

動向を考察したので報告する。

2．カラマツの特質

この岩手産のカラマツの特質を

見ると，①活着率が極めて良いこ

と(森林の密度が大)，②東北の環

境に適していること（造成が容

易)，③短期間で長材,大径材生産

が可能であること(成長性)，④腐

りにくく強靭,通直であること(良

質),⑤短期間で間伐が繰り返せる

こと，⑥落葉樹であるため林地培

養に効果があること，などが挙げ

られる。

3．需要の動向

①宮古市の合板用材料生産工場

では年間130万nfを消費している

青森営林局岩泉営林署

中野雅幸・天杉国夫・中村俊弘

が(系列を含む)，国産材納入量は

中芯用として月2,000㎡以上が可

能である。

②集成材部門での需要の伸びが

予想される。

③円柱状やいろいろな形に加工

したもの（スポーツ施設)，橋桁，

梁板材など多様なものに使用され

ている。

④校舎建築として大断面集成材

および板材などに大量に使用され

ている。

⑤長材を生産することにより2

階部分を広く活用できる。

⑥半丸太材生産工場では乾燥材

で出荷している。

⑦プレカットエ場でカラマツを

多用しており，ツーバイフォーな

どへの需要も伸びている。

⑧土壌改良用等の木炭にも活用

されている。

⑨シイタケ，ナメコ用の代替ホ

ダ木にもなる。

4．おわりに

集成材，合板材，薬品処理材，

凸

23

環境エネルギー用の需要が見込ま

れるので，これまでの小径木中心

の施業を再検討し，多用途材とし

て間伐調査を需要に応じた選木に

変える必要があり，カラマツ人工

林はこれができると考えられる。

需要の見通しとしては，価格が

比較的安いこと，時代のニーズに

こたえる特質を備えているので，

供給面が安定すれば販売シェアも

広がるものと考えられる。そのた

めに，有効な木材情報システム，

流通管理システムの確立が必要で

ある。

I

写真･2半丸太材加工場（遠野市）

写真･1岩泉営林署産カラマツ材大断面集成材および板
材（岩泉町二升石小学校） 写真･3カラマツプレカットエ場（遠野市）
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す
。

ま
す
ら
お
た
ち

丈
夫
と
思
へ
る
も
の
を
刀
は
き
て

か
に
は
の
田
井
に
芹
ぞ
摘
み
け
る

（
巻
二
十
…
…
四
四
五
六
）

ま
す
ら
お

「
あ
な
た
は
勇
敢
な
益
荒
男
（
武
人
）
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
に
、
私
の
た
め
に
セ
リ
を
摘
ん
で
く
だ
さ

れ
る
な
ん
て
、
本
当
に
心
の
優
し
い
お
方
な
ん
で
す

ね
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
今
で
も
春
先
の
セ
リ
摘

み
は
地
方
な
ど
で
行
わ
れ
て
お
り
、
つ
い
こ
の
間
ま

で
、
春
の
大
切
な
行
事
で
し
た
。

セ
リ
に
は
貧
血
に
効
果
の
あ
る
鉄
分
と
女
性
の
骨

が
も
ろ
く
な
る
の
を
防
ぐ
カ
ル
シ
ウ
ム
、
そ
し
て
、

ウ
ム
、
そ
し
て
、

肌
の
み
ず
み
ず
し

さ
を
保
っ
て
、
皮

闇
の
た
る
み
を
防

ぐ
カ
ロ
チ
ン
が
驚

く
ほ
ど
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
し
、

か
ぜ
を
予
防
す
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
た

っ
ぷ
り
。
セ
リ
は
、

女
性
の
若
さ
を
保

つ
自
然
生
ま
れ
の

″
美
容
食
〃
な
の
で

す
。

『
万
葉
集
』
に

は
、
「
酒
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
歌
も
た

く
さ
ん
出
て
き
ま

す
。

し
る
し

ひ
と
つ
き

験
な
き
物
を
思
は
ず
は
一
坏
の

濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し

（
巻
三
：
・
・
：
三
三
八
）

「
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
込

ん
で
い
る
よ
り
は
、
一
杯
の
濁
り
酒
で
も
飲
ん
だ
ほ

う
が
、
よ
っ
ぽ
ど
ま
し
で
す
よ
」
と
い
う
も
の
で
、

お
お
と
も
の
た
び
と

作
者
は
、
酒
好
き
で
有
名
な
大
伴
旅
人
で
、
酒
の
効

用
で
し
ょ
う
か
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
長
生
き
で

六
十
六
歳
で
大
往
生
し
て
い
ま
す
。

適
度
の
酒
が
心
臓
病
や
ガ
ン
の
予
防
に
役
立
つ
と

い
う
説
も
あ
り
、
旅
人
の
長
生
き
に
役
に
立
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
の
養
生
学
の
大
家
だ
っ
た
貝
原
益
軒
は

『
養
生
訓
』
の
中
で
、
「
酒
は
ほ
ろ
酔
い
か
げ
ん
に
飲

め
ば
、
長
生
き
の
薬
と
な
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

い
は
ま
る

輩
を

石
麻
呂
に
わ
れ
物
申
す
夏
や
せ
に

む
な
ぎ

ょ
し
と
い
ふ
物
ぞ
鰻
と
り
め
せ

（
巻
十
六
・
・
・
・
：
三
八
五
三
）

「
石
麻
呂
さ
ん
に
、
ち
ょ
っ
と
ア
ド
バ
イ
ス
申
し
上

げ
ま
す
。
古
く
か
ら
夏
や
せ
に
は
ウ
ナ
ギ
が
い
ち
ば

ん
と
い
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
食
べ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
。
ウ
ナ
ギ
に
は
記
憶
力
を
向

上
さ
せ
た
り
、
脳
の
老
化
を
防
ぐ
ト
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ

ン
酸
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

林業技術No.6341995 1



25

古
代
人
か
ら
の
知
恵
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
万
葉
集
』
は
、
奈
良
時
代
の
後
半
に
ま
と
め
ら
れ

た
、
わ
が
国
最
古
の
大
歌
集
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

古
代
人
が
感
情
を
込
め
て
作
っ
た
歌
が
、
約
四
千
五

百
首
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
万
葉
集
』
に
は
、
古
代
日
本
語
の
ほ
と
ん
ど
が
使

わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
『
万
葉
集
』
を
研
究
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
古
代
人
が
使
っ
て
い
た
日
本
語
を
、

あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
も
、
上
は
天
皇
か
ら
、
下
は
名
も
な
き
庶
民

ま
で
、
当
時
の
人
た
ち
の
全
員
参
加
の
歌
集
な
の
で

す
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
日
本
と
い
う
国
が
成
長
し

て
い
く
過
程
の
青
年
期
で
あ
り
、
食
文
化
史
的
に
見

れ
ば
、
中
国
な
ど
大
陸
の
文
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

「
和
食
」
の
土
台
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

'駿醗溌

繍雲
e職醗畿
9澱溌畿
9溌醗磯
a酸殺醗
，殺溌鰻
a磯醗醗
3磯駿溌
3酸澱醗
勘醗殺殺
，醜駿溌
'9駿駿醗

織鰻溌
溌醗磯e醗醗職
|豊溌殺駿
'曾溌醗椴
'，殺殺磯
a
9
1
＆

叉

3
9
9澱醗醗

駿畿
醗溌
醗駿

蕊

醗駿

蕊
翰
轆
醗
殺
溌
鯛

醗
畿
殺
畿
駿
醗
畿
殺
殺
駿
溌
鰯
畿
一

『
万
葉
集
』
に
載
っ
て
い
る
歌
は
、
時
代
の
わ
か
っ

て
い
る
も
の
で
、
最
も
古
い
の
は
仁
徳
天
皇
（
三
一

三
～
三
三
九
）
の
時
代
で
あ
り
、
新
し
い
と
こ
ろ
で

て
ん
び
ょ
う
ほ
う
じ

は
大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
作
品

ま
で
、
そ
の
間
、
お
よ
そ
四
五
○
年
に
わ
た
り
ま
す
。

完
成
し
て
か
ら
千
二
百
年
以
上
た
っ
た
現
在
で
も
、

『
万
葉
集
』
の
魅
力
が
少
し
も
失
わ
れ
て
い
な
い
の

は
、
天
平
文
化
華
や
か
な
り
し
こ
ろ
の
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
た
ち
の
生
活
感
情
と
、
純
粋
な
生
命
力
が

あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
万
葉
集
』
の
中
の
不
老
食

『
万
葉
集
』
は
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、

奈
良
時
代
に
暮
ら
し
て
い
た
古
代
の
人
た
ち
が
、
私

た
ち
二
十
世
紀
人
に
送
っ
て
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
で
す
。

『
万
葉
集
』
は
、
天
平
の
文
化
人
、
あ
る
い
は
農
民

た
ち
の
生
活
の
知
恵
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
に
は
、
高
度
に
文
明
化
す
る
過
程
で
、
私

た
ち
二
十
世
紀
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
自
然
の
中

で
病
気
を
治
す
知
恵
、
不
老
長
寿
の
知
恵
、
健
康
を

保
つ
知
恵
も
、
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
若
菜
摘
み
。

『
万
葉
集
』
に
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
春
野
に
出

て
、
若
菜
を
摘
む
野
遊
び
で
あ
り
、
若
返
り
の
行
事

と
し
て
重
要
で
し
た
。

か
す
が
の

春
日
野
に
煙
立
つ
見
ゆ
お
と
め
ら
し

春
野
の
う
は
ぎ
摘
み
て
煮
ら
し
も

（
巻
十
…
…
一
八
七
九
）

「
春
日
野
（
奈
良
市
に
あ
る
）
に
、
あ
ん
な
に
煙
が

立
つ
の
が
見
え
る
。
娘
さ
ん
た
ち
が
、
摘
ん
だ
ば
か

り
の
ウ
ハ
ギ
（
ヨ
メ
ナ
の
古
名
）
を
煮
て
い
る
ら
し

い
わ
い
」
と
い
う
意
味
で
、
春
野
の
う
ら
ら
か
な
情

景
を
詠
ん
で
い
る
。

ヨ
メ
ナ
に
限
ら
ず
、
春
の
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
柔

ら
か
い
山
菜
や
野
草
に
は
、
若
返
り
効
果
の
高
い
カ

ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
酵
素
が
多
く
、
古
代
人
た

ち
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
春
に
な
る
と
ま
ず
若

菜
を
摘
ん
で
食
べ
、
「
不
老
長
寿
」
を
祈
っ
た
の
で
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だ
が
、
や
っ
て
み
る
と
意
外
に

早
速
筋
肉
痛
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
祭
り
や
結
婚
式
な
ど
の
お

め
で
た
い
席
で
、
人
々
は
地
酒

「
タ
パ
イ
」
を
飲
み
つ
つ
ス
マ
ザ

オ
を
踊
る
。
こ
の
と
き
身
に
着

け
る
民
族
衣
装
は
、
黒
い
ビ
ロ

ー
ド
の
生
地
に
金
色
の
レ
ー
ス

と
金
ボ
タ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
、

な
か
な
か
豪
華
な
も
の
。
後
日

記
念
に
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
お
母
さ
ん
が
、
手
作
り
の

味
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
う
え
蒸
し
暑
さ
で
、
立
ち

く
ら
み
し
そ
う
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、

厳
か
な
雰
囲
気
の
下
、
熱
心
に
信
仰
を
捧
げ
る
大
勢

の
人
々
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
深
く
心
打
た
れ
る
も

の
が
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
終
盤
に
入
る
こ
ろ
、
お
別
れ
パ

ー
テ
ィ
ー
に
向
け
て
、
私
た
ち
隊
員
は
カ
ダ
ザ
ン
族

の
伝
統
舞
踊
「
ス
マ
ザ
オ
」
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
踊
り
は
鳥
の
求
愛
ダ
ン
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
作
ら

れ
て
お
り
、
男
女
で
向
か
い
合
い
、
つ
ま
先
立
ち
で

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
鳥
が
羽
ば
た
く
よ
う
な

し
ぐ
さ
を
繰
り
返
す
の
が
特
徴
だ
。
一
見
簡
単
そ
う

だ
が
、
や
っ
て
み
る
と
意
外
に
体
力
の
い
る
踊
り
で
、

っ
家
ほ
ど
裕
福
と
さ
れ
、
め
っ
た
に
殺
す
こ
と
は
な

い
。
ふ
だ
ん
は
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
が
、
一
頭
一

頭
に
持
ち
主
の
印
が
付
い
て
い
て
、
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
て
い
る
。

夕
方
ま
で
に
、
大
勢
の
村
人
た
ち
が
村
長
さ
ん
宅

へ
集
ま
っ
て
き
た
。
私
た
ち
隊
員
も
、
民
族
衣
装
を

着
せ
て
も
ら
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
パ

ー
テ
ィ
ー
に
臨
ん
だ
。
ま
ず
は
村
長
さ
ん
、
そ
し
て

民
族
衣
装
を
私
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
日
、
村
長
さ
ん
の

家
で
は
私
た
ち
隊
員
の
た
め
に
と
、
特
別
に

水
牛
一
頭
を
料
理
し
て
く
れ
た
。
水
牛
は
カ

ダ
ザ
ン
族
の
大
切
な
財
産
、
水
牛
を
多
く
持

お別れパーティーでスマザオを踊る筆者

ん
だ
。
ま
ず
は
村
長
さ
ん
、
そ
し
て

各
隊
員
の
ス
ピ
ー
チ
と
続
い
て
、
い

よ
い
よ
開
宴
だ
。

村
人
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
ご
ち
そ

う
の
数
々
と
地
酒
が
テ
ー
ブ
ル
い
つ

ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
村
ぐ
る

み
の
温
か
い
も
て
な
し
に
、
私
た
ち

は
大
変
感
激
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

「
ゴ
ー
ン
・
ゴ
ー
ン
・
ゴ
ン
ゴ
ン
ゴ
ン

ゴ
ン
」
と
い
う
低
く
深
み
の
あ
る
鐘

の
音
を
合
図
に
、
ス
マ
ザ
オ
が
始
ま

っ
た
。
七
つ
の
鐘
の
異
な
る
音
色
と ．

1

っ
た
。
こ
の
楽
し
い
村
を
挙
げ
て
の
宴
は
、
夜
の
更

け
る
ま
で
続
い
た
。

こ
う
し
て
約
一
カ
月
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
終
了
し

た
。
そ
の
後
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
三
年
間
、
休
暇
や

ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
日
本
か
ら
私
の
家
族
や
友
人

た
ち
が
訪
ね
て
き
た
と
き
な
ど
、
幾
度
と
な
く
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
た
び
に
大
歓
迎
を

受
け
た
。
一
方
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
親
戚
の
人

た
ち
も
、
私
の
任
地
ま
で
何
度
か
泊
ま
り
が
け
で
訪

ね
て
く
れ
た
。
外
国
の
、
し
か
も
山
奥
で
一
人
暮
ら

し
を
続
け
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
、
い
つ
で
も
快
く
迎
え
て
く
れ
る
、
何
よ
り
の

心
の
支
え
で
あ
っ
た
。
文
字
ど
お
り
第
二
の
家
族
、

第
二
の
古
里
を
得
た
思
い
で
あ
る
。
帰
国
し
て
か
ら

も
折
々
に
手
紙
や
写
真
を
送
り
合
っ
て
交
流
を
温
め

続
け
て
い
る
。

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
翌
日
、
六
名
の
隊
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
任
地
へ
と
出
発
し
た
。
い
よ
い
よ
本
格
的

な
、
隊
員
と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

密8

マレーシアの蝶

コモンアサギマダラ

リ
ズ
ム
が
絶
妙
な
調
和

を
な
し
、
実
に
心
地
良

い
響
き
で
あ
る
。
私
た

ち
隊
員
も
、
代
わ
る
代

わ
る
踊
り
の
輪
に
加
わ

げ
て
の
宴
は
、
夜
の
更

林業技術No.6341995 1
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由
処
‐
‐
‐
‐
ｌ
一
私
た
ち
隊
員
は
、
別
々
の
家

一
幟
一
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い

一
満
ｊ
一
た
が
、
日
中
は
語
学
研
修
の
た

一
蝉
罐
一
め
、
そ
ろ
っ
て
地
元
の
中
学
校

一
鰄
伽
一
へ
通
っ
た
。
そ
こ
の
先
生
方
は

今
卜
２
．

－
》
岫
一
日
本
語
を
一
切
解
さ
な
い
の
で
、

一
崎
鍜
一
い
わ
ゆ
る
マ
レ
ー
シ
ア
語
に
よ

一
》
」
ハ
Ｕ
一

一
い
ａ
一
る
マ
レ
ー
シ
ア
語
の
勉
強
と
な

》
、
寸
ノ
１
二

一
部
《
一
り
、
な
か
な
か
難
儀
し
た
が
、

一
認
》
一
そ
れ
が
か
え
っ
て
力
に
な
っ
た

－
１
戸
‐
唖
‐
一
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
休
み
時

間
や
昼
時
に
は
、
生
徒
た
ち
が

親
し
げ
に
寄
っ
て
き
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
放
課
後
に
は
近
所
の
先
生
の
家
へ

招
か
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
研
修
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。

「
お
し
ん
み
た
い
？
」
筆
者
の
浴
衣
を
着
て
喜
ぶ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
供

夕
方
帰
宅
す
る
と
、
子

供
た
ち
が
わ
つ
と
集
ま
っ

て
き
て
、
「
遊
ぼ
う
、
遊
ぼ

う
」
の
大
合
唱
と
な
る
。

カ
ダ
ザ
ン
族
の
子
供
た
ち

は
一
体
ど
ん
な
遊
び
を
す

る
の
だ
ろ
う
と
大
変
興
味

が
あ
っ
た
が
、
室
内
で
は

ス
ゴ
ロ
ク
や
ト
ラ
ン
プ
・

オ
セ
ロ
・
パ
ズ
ル
な
ど
、

外
で
は
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ゴ
ム
飛
び
な
ど
と
、
日
本
と

３

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

９
ｔ
委
碗
一

・
潅
か

海
鰡
佑
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
は
テ
レ
ビ

．
』
ち

が
大
好
き
で
、
夜
は
全
員
集
合
し

》
簿
て
村
の
教
会
へ
出
か
け
る
．
カ
ダ

た員

て
夢
中
で
見
て
い
る
。
「
お
し
ん
」

隊た

や
「
ド
ラ
エ
モ
ン
」
な
ど
、
日
本

着↑と装

の
番
組
も
マ
レ
ー
シ
ア
語
で
放
送

衣族
さ
れ
て
お
り
、
大
変
な
人
気
に
な

民の
〕
っ
て
い
た
。

族
者
ン
筆

毎
週
日
曜
日
は
、
家
族
そ
ろ
っ

ザ
ン
族
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

け
ん

く
、
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
大
変
敬
農
な
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
。
家
の
中
の
あ
ち
こ
ち
に
十
字
架

や
キ
リ
ス
ト
の
像
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
画
を
飾
り
、

食
前
の
祈
り
や
、
断
食
等
の
儀
式
、
折
々
の
礼
拝
な

ど
を
欠
か
さ
な
い
。
こ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親

戚
に
は
、
神
父
や
牧
師
を
務
め
る
者
も
何
人
か
お
り
、

と
て
も
信
仰
心
の
厚
い
一
族
で
あ
る
。

教
会
に
は
村
中
の
信
者
が
何
百
人
と
な
く
集
ま
っ

て
く
る
。
大
人
も
子
供
も
ふ
だ
ん
よ
り
身
だ
し
な
み

を
整
え
、
皆
真
剣
な
面
持
ち
だ
。
神
父
の
説
教
、
礼

拝
、
讃
美
歌
斉
唱
な
ど
が
二
～
三
時
間
続
く
。
す
べ

て
カ
ダ
ザ
ン
語
で
行
わ
れ
る
た
め
、
私
に
は
全
く
意

林業技術No.634 1995．1
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ケヤキのさし木の試み
－55％のさし穂が発根

はじめに

数年前から林業でも広葉樹が見

直され，森林の育成も広葉樹林を，

という要請が出るようになった。

数ある有用広葉樹の中で，造林が

可能で，高価に販売されるケヤキ

の人気が高い。そのため，ケヤキ

の苗木の価格が高臆しているとの

話も聞こえてきている。

それというのも，ケヤキの苗木

は従来，林業用苗木として育成さ

れてはおらず，公園樹，街路樹向

けのものであった。林業家が山林

に造林する場合には，これらのも

のと比べようもないくらいに大通

の本数を必要とし，膨大な需要鍬

となるところから，供給量が不足

したため高値とな？たのである。
さらにケヤキの種子には豊凶が

あり，毎年コンスタントに結実し

ないことと，種子を採取できる優

良母樹が伐採されて数少なくなっ

ている現実があるからだ。

また，ケヤキには俗に赤ケヤキ

休業技術No.6341995.1

ありおかとしゆき

有岡利幸

(ホンケヤキ）と呼ばれる心材が赤

味を帯びたものと，青ケヤキ（ツ

キ）と呼ばれ白っぽい材色で，心

材と辺材の区別ができないものと

の二通りがある。樹形，樹幹の色

沢などは両方ともほとんど相違点

はないが，伐採して木材として販

売した場合には，装飾価値の高い

赤ケヤキ（ホンケヤキ）の価格が

格段に高い。林業用としては，赤

ケヤキの苗木を植栽すべきである

ことは当然のことといえる。

しかし，現在のケヤキ苗木の生

産は，公園樹などのように樹形を

主とした目的のものなので，材の

色沢まで意が払われていないのが

実情である。

以上のようなケヤキ苗木の現状

を打開する一つの方法として，さ

し木による苗木養成があるけれど

も，ケヤキのさし木苗養成はほと

んど行われていない状況である。

筆者は昨年，わずかな本数では

あるが，だれでもできる方法でさ

し木を行い，その活着率に好成績

を収めたので，参考のために報告

する。

ケヤキさし木の方法

ケヤキのさし木を試みた場所は，

大阪府枚方市池之宮にある筆者の

自宅の庭である。猫の額のような

狭い場所に植えられたビワ，ツバ

キ，ギンモクセイの樹下に，市販

のプラスチック製のプランター

(19×58cIn,深さ14cm)を置き，

その中に市販の鹿沼土を入れ，さ

し付け床とした。

さし穂は，植木鉢で養成してい

たケヤキの当年枝を用いた。ちな

みにこのケヤキは，平成3年の秋，

大阪営林局の森林の市で無料配布

されたものである。台木は，根元

径約2cI11,苗高約50cnlで,小さい

鉢に入れられたものである。

さし付けの時期は，伸長した当

年枝が梢まで完全に木質化した平

成6年5月下旬に行った。さし穂

は，当年枝を7～12cm(葉4～6枚
・・・パサミ

分）の長さに，せん定鋏で切断し

て穂作りをした。さし付けは，さ

し穂の先端部に葉2～3枚を残し，

ほかはむしり取り，さし穂の半分

くらいまで鹿沼土の床の中に直接

さし込んだ。

12月3日の活着状況調査の際

に，さし付けた深さを測定したと

ころ，3.5～5.5cmであった。さし

付けに当たって，発根剤等の薬品

処理は全く行わなかった。

さし付け後の管理は，さし付け

床の土の表面が乾燥して白くなる

ことがないようにかん水した。平

成6年の夏は平年に比べ4～5℃

も気温が高い異常年であったが，

実は，庭木類にはほとんど毎日か

ん水していたので，そのついでに
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図・ケヤキさし木養成環境

写真・ケヤキさし木の発根状況左3本は梢端部をさし付けたもの（うち1本は枯れ）で，右2本は枝
の中途切りのもの。中央部のさし穂の根が最長34cnl,右から2本目が新芽の伸長が10.3cInと最長。

(平成6.12.3調べ）表・ケヤキさし木苗活着状況調査

発根しだ根
の長さ伽；黒巳需|難灘輔さし穂の

葉数枚
さし付けの
長さ帥

さし穂の
長さ師

新芽発牛部付胸
－
１
－
２

さし穂の部位

梢端
3枚目の葉鮫

5.8と1．8
5．4

34.03.5 178梢端 12.0 5

3.2と2．0 梢端6 4.0 104梢端 7.2

70構端4.0 7.0梢端 53

1枚目の葉服
から2本とも

榎の中
途切り

10.3と3.355 20.:64 11，8 5

枝の中
途切り

1枚目の葉破16.§0 9､845R
u 8.0 4

NQ3のさし穂については，さし付け時に穂長未測定。

発根した根の長さは、最小のものと最長のものを測定した。
さし付け本数は9本。うち4本は活着せず。

１
２
３

Ｊ注

降の西日は当たっていた。さし床

の通風は良好であった。

さし木が発根し，さし穂から新

方のビワの木の葉がよく繁茂して

いたので，日中の直射日光は避け

られていた。しかし，午後4時以

ケヤキさし木にもかん水していた

というのが裏話である。

日陰の調整はしなかったが，上

林業技術No.6341995.1
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芽が出てからも，肥料の施用はし

なかった。

活着状況調査

ケヤキさし木の活着状況を，平

成6年12月3日に行った｡掘り上

げて確かめたところ，さし付け数

9本に対して5本が完全に活着し

ていた。活着していたさし穂の部

位は，梢端のもの3本，枝の中途

切りのもの2本であった。

活着後の新芽の生長は，梢端部

のもので最小2.0cm,最大5.8cnl

であった。なお，梢端部のものの

1本は，さし付け時に穂長を測定

していなかったので生長量は不明

である。枝の中途切りのものは，

最小3.3cm,最大10.3cnlであっ

た。新芽の発生状況は，梢端部の

ものは，梢端がそのまま生長した

もの，梢端が2本に枝分かれした

もの，梢端が2本に枝分かれしさ

らに3枚目の葉腋から出たものと，

三様の態様であった。枝の中途切

りのものは，いずれも先端1枚目

の葉腋から出ており，新芽が一つ

は2本，他の一つは1本であった。

発根部位は，さし穂の切断部か

らであり，1～3本の太い根が出て

いた。根の長さは，最小7cI11,最

大34cmであった｡細根はよく発達

していた。

なお，さし付けは9本行ったが，

途中で枯れたものについては発見

のつど除去した。除去したものの

データは残念ながら取っていなか

った。

考察

12月3日に活着調査を行った

結果，活着していたものは，梢端

部のもの3本，枝の中途切りのも

林業技術No.6341995.1

の2本であったが，同数のものを

さし付けて比較したものではない

ので，どちら力括着率がよかった

のかは不明である。

梢端部のものの新芽は梢端の枝

分かれ，あるいは中途の葉腋から

も新芽は発生していた。枝の中途

切りのさし穂では，最先端の葉腋

からいずれも新芽が発生していた。

新芽の生長量は，枝の中途切りの

ものが10cm前後と,梢端部に比べ

相当大きい生長量を示していた。

これは，中途切りのさし穂の枝径

が太く，栄養分の蓄積が大きいこ

とによるのであろう。

さし穂に発根した根の長さは，

梢端部のものの1本が最長で34

Cmであった｡根は深さ14cmのプラ
は

ンター内を横に長く這っていたと

ころから，根が十分伸長できるよ

うに，さし床はある程度の深さが

必要であると考えられる。

以上のことから，枝の中途切り

で長さ10cm前後のさし穂から,秋

にはおよそ20cm前後の苗が得ら

れる計算となる。翌年1年間の謎

成で，2年目の秋には山出し可能

な40～50cnlの苗長の苗木生産が

可能であると見込まれる。

今後の課題

今回筆者が行ったケヤキのさし

木は，ほんのままごとのようなも

のであった。しかし，ケヤキはさ

し木しても，意外に活着のよい樹

木であることが確かめられた。

このわずかな試みの結果から考

えられる今後の課題としては，

①さし穂としては，どの程度ま

での太さのものまで可能であ

るのか。

②育苗期間の短縮および養苗．

ストの低減（できれば翌年春

には植付けしたい）を図るた

めの大苗のさし付けの可能性

の探求。
こな

③林業的需要に十分応え得るよ

うに，大量生産できるさし穂

採取台木の養成。

④優良苗木を供給できる台木の

母樹の選定。

⑤事業的規模でのさし木養成技

術の確立。

等を挙げることができよう。

おわりに

今回筆者が行ったケヤキさし木

は,「ケヤキはさし木の比較的容易

な樹木である」といわれていたこ

とを，確かめることができた程度

のものであった。

今後，このような試みを各地で

行ってもらい，ケヤキさし木養成

技術の向上，ひいてはケヤキ人工

林育成技術の向上を願うものであ

る。

（
元･大阪営林局勤務，〒573

大阪府枚方市池之宮3-4-12

新井正著，『水環境調査の基

礎』の中に次のような一文があ

ります｡｢あの道具がないと調査

できません，この器械では計れ

ません，という相談を学生から

受けることがありますが，道具

や器械を自分で作るとか，やり

方を工夫して問題を解決するこ

とも考えて下さい。最低限の器

餓は必要ですが，自分で工夫を

して調査の範囲を広げることが

大切です」

有岡氏からいただいた投稿に

は正体不明の感動がありまし

た。分野こそ異なるものの，そ

の正体はこれだったのか，と感

じ入っております。編集部

）



土壌図･気象年表･森林病害
－ヒノキ樹脂胴枯病を例として

1はじめに

林業とは売れる木材(生物資源）

を生産することである。売る材に

はそれぞれに利用の目的が存在す

る。すなわち，製材して柱や板に

することや，パルプ材・チップそ

の他の工芸・加工材料としてなど

の目的である｡パルプ材・チップ

であれば材に傷があっても大きな

欠陥とはならないが，美しい柱や

板にする場合は傷は許されない。

材に傷を残す原因の1つに病気

の存在がある。この傷を減らし，

材価を上げるのも森林病害防除の

目的の1つである。大自然はその

土地に適応できない木々を弱らせ，

病気を発生させる力を持っている。

また,例えば,植えた苗木が100％

健康で病気にも環境状態にもまっ

たく同じ適応力を示すことはあり

えないから，植えた苗木には必ず

仲間同士の競争に勝てず，弱って

病気になる個体がある。

植えた人間は，苗木が100%生

育することを期待するかもしれな

いが，弱った個体が出現する以上，

それらを間伐することになる。そ

して，残った木々が大きく育ち，

売れる材になればよいのである。

逆に言えば，間伐される本数以下

に病気の個体の発生数を抑えれば，

それで病害防除の目的は達成され

るのである。ここでは，間伐本数

さほはるよし

佐保春芳

以内に発病個体を抑える考え方に

ついて論じてみたい。

最近，関東地方から九州・四国

地方までの広い範囲でマツ枯れ跡

地に植えたヒノキに樹脂胴枯病カヨ

発生している。この病気について

はすでに病原菌その他明らかにな

っている事項は多い（小林ほか，

1990)。

しかし，これらの個別の事項を

まとめて1つの防除体系を作り出

すことはまだ行われていないよう

である。私は関西・中国地方の被

害状況を見て，被害地の土壌・気

象条件などを重ね合わせてみると．

そこに発生予想地帯の推定ができ

ることを知った。また，天然林の

病害を継続して観察した結果，考

えられるすべての条件を分析し，

さらに総合すると，病害発生条件

が圧縮されることに気がついた。

その結果は数値で示すことはでき

ないが，地図の上にいくつかの条

件を重ね合わせて，その一致した

部分で病害が発生していること，

そしてその結果，今後の対策を明

らかにできることもわかった。ヒ

ノキ樹脂胴枯病を例としてこれら

の知見を述べてみたい。

私が名著と考えている『森林の

思考･砂漠の思考』（鈴木秀夫著，

NHKブックス）にも用いられて

いる分布図による形の一致を論証

の根拠とすることに私は賛成であ
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る。私の言おうとしているいくつ

かの条件の合致する所を論証の根

拠とするのも同じような方法であ

る。

2．ヒノキ樹脂胴枯病とは

この病気はマツ枯れ跡地に植え

たヒノキ林に発生し注目された病

気で，多くの発表があり，細かい

ことは省略する。この病気の特徴

は，マツ枯れ地帯に残ったネズミ

サシに昔からあったごく軽い病気

が，その下に植えたヒノキに感染

して大発生につながったといえる。

この病気は，元来乾燥しがちな土

地に植えた生長の悪いヒノキにも，

自然状態で存在していたと私は考

えているが，あまりに軽微である

ため注目されなかったのではなか

ろうか。カラマツ先枯れ病が同じ

ように自然状態では軽微な病気で，

存在さえも気づかれなかったのが，

何らかの契機でカラマツが弱って

大発生し，さらに契機が消えると

ともに鎮静化したのと同様である

(佐保，1991)。

ヒノキの場合は，生育不適地に

植えたという人為的な契機がある

と私は考えている。私の考えから

すれば，病気の大発生に関しては，

樹木のほうに抵抗力が乏しいとい

うもう1つの条件を導き出す別な

条件がある。この別な条件とは，

実は植えてみて初めてわかる条件

であることが多い。

したがって，明らかになったい

くつかの条件（契機）を重ね合わ

せると病気の発生地を予測できる

し,「このような土地には植えない

こと」と，地形図上に印をつけら

れるはずである。大発生という犠

牲のうえに得られた知識を無駄に

林業技術No.6341995．1
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しないで，なるべく早く今後の森

林計画・森林再生のために役立て

るべきである。

3．山口県のヒノキ造林地

山口県瀬戸内海側・防府市周辺

のヒノキ植栽地を訪れる機会があ

った｡防府市には,建久6年(1195）

の東大寺大仏殿再建の際，この地

からヒノキの大材を供給した功綴

により，東大寺別院（阿弥陀寺）

が建立され，現存している。これ

は当地にヒノキ天然林が存在して

いたことを示している（郷土資料

事典，1989)。ところで,私が訪れ

た造林地はマツ枯れ跡地で，若い

ヒノキ造林地にネズミサシが残っ

ていた。このネズミサシがヒノキ

の樹脂胴枯病発生源になったと考

えられる。病状は激害に属し，生

育を継続するとは思われるが，通

直な材は期待できないし，材に大

きな傷を残すと判断せざるをえな

い状況であった。針葉の色も悪く，

着生密度も低かった(写真･1)。地

表は小石が露出し，あまり草も生

えていなかった。土壌はr赤黄色

未熟土壌」で保水力は乏しいと感

じた。

翌日，同じ山口県の中国山脈を

越え，日本海側の油谷町の若いヒ

ノキ林を見た。この造林地は濃い

緑色の針葉で着生密腱も高く，下

草も生えていた(写真･2)。土壌は

｢適澗性褐色森林土｣で，保水力は

十分であった。この地のヒノキに

は樹脂胴枯病は見当たらなかった。
り

前日採集の罹病ヒノキの枝（写

真･3）と油谷町のヒノキを並べて

みると，緑の色の差と枝に着いて

いる針葉の密度の差とは明らかで

あって，油谷町のヒノキのほうが

林業技術No.6341995.1

写真･1瀬戸内海側

・防府市の例（変色

薬が付いている。緑
が淡く，葉の最が少
ない）

写真･2油谷町の例

(よく伸びて緑が濃い。病気は見当たらない）

鰯



写真･3初期症状(ヤ

ニの塊が付いてい
る）

表・気象条件の比較

年降水量mll～3月雨量6～9月雨量年日照時間

ヒノキ天然林 2500～2,800660～7001,000～1,2001,500～2,000

防府市 1,500 350以下900～1‘0002,000～2500

元気であると判断できた。

このような状況がわかってきた

ので，とにかく淡い緑の針葉を持

つ防府市のヒノキ林と，前述の文

献にヒノキ天然林があったとされ

る地帯を比較してみた。

4．気象年表からわかること

その1・防府市の例

山口市の東北方面の中隊I山地に

は天然ヒノキが分布している。こ

れらの地帯は東大寺の再建に使用

された巨大ヒノキがあった森林地

帯と考えられる。この付近と樹脂

胴枯病の発生している防府市付近

とについて，気象年表から得られ

ることを比較した（表参照)。

表からわかるように，ヒノキの

生育する期間（6～9月）の雨灘

にはあまり差はない。ヒノキの生

育には7～8月の雨量が200In'''/

月以上の所がよいとされており，

両地区に差はない。しかし，特に

秋から冬にかけては両地区間で著

しい差が認められた。瀬戸内海沿

岸は秋から冬にかけて乾燥力x著し
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いことを示している。

また日照時間にも差があり，瀬

戸内海側は日光がたくさん当たる

ことを示している。日光の強さに

関しては記されていないが，ここ

に低湿度が加わるので，ヒノキの

生育には好適とはいえない環境で

あると考えられる。

5．気象年表からわかること

その2・兵庫県久米南町の状況

この地帯のヒノキ植栽地も「激

害」と私は判断した。生長を期待

できない程度に痛めつけられた苗

木を何本も見た｡数mまで伸びた

若木も見たが，樹脂の流下が目立

った。伐って調べれば幹に病斑が

残っていると思われる。

この地区も10年間の気象年表

を見ると，年降水溌は1,5001I皿で
おのおの

あるが,11,12,1,2月が各々

50nlm/月以下で，特に12月は,1

ケタの雨量を記録した年が多かっ

た。日照については，4，5，6

月が200時間/月に達している｡こ

の状況は山口県瀬戸内海側と同様

であると考えられる。

6．土壌図からいえること

ヒノキ天然林があったとされる

地帯は保水力のある｢褐色森林土」

で，防府市付近は保水力の乏しい

｢赤黄色未熟土｣である。これらの

土壌と上記の雨域を組み合わせる

と，防府市付近は秋から冬に雨麓

が少なく，土壌は乾燥しているこ

とがわかる。これは，ヒノキが芽

を出すころの土壌水分が欠乏して

いることを示しているといえるで

あろう。土壌水分が乏しく，日光

が強ければ当然ヒノキにとって厳

しい環境になり、健康度が~ドがり，

林業技術No.6341995.]
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そのために病気に対する抵抗力を

なくすと考えることは容易である。

兵庫県久米南町では,土壌は｢ク

ロポク」または「淡色クロボク」

であって，肥料分が乏しく，木を

育てるには好適でなく，少ない雨

堂と強い日照により土壌水分が不

足し，逆に雨が降れば過湿状態に

なることは明らかである。すなわ

ち，久米南町も春先のヒノキの芽

出し時期には水分不足状態である。

これではヒノキは元気に生育でき

ないだろう。

なお，防府市と久米南町ともに

海雨期には霧が発生する。この霧

は十分な水分を病原菌に与え，飛

散していた胞子にとって発芽でき

る条件が整えられるわけで，病気

の伝播・拡大には好都合である。

7．まとめ

以上の2地点を見ると，芽出し

のころに大気は乾燥し，土壌も乾

いてヒノキ樹体内で水分が不足，

しかも芽を出すためにエネルギー

を使い，人間のI:1には見えないが

樹体が弱り，病害抵抗性を失って

いると考えられる。樹木も人間と

同じく十分な栄養と水分が得られ

ていれば健康になり，病害抵抗性

が増加し，反対に得られなければ

抵抗力を失うのである。

さらに，まだ芽が伸びる途中の

柔らかい状態で梅雨期に入り，弱

ったヒノキと適当な水分と気温が

重なり樹脂胴枯病発生につながっ

たと考えられる。これまで樹木の

病気は，病原菌と樹木の|卿係とし

て考えられている場合が多いが，

もう少し別の角度から，樹木が元

気なら病気をはね返し，弱ってい

れば病気になるという現実を考え

林業技術No.6341995.1

ることが大切である。樹木を弱ら

せる原悶を追及していくと，どう

しても騨境状態にHが向く。その

1つが土壌であり，気象である。

前述のように，ヒノキ樹脂胴枯

病はいくつかの条件下で発生して

いるから，地図の上にそれらを重

ね合わせると，この病気の発生予

想地帯を示すことができる。

すなわち,①11～3月に少雨の

地織②芽が出そろうころに梅雨

になり，十分な空中湿度がある地

帯，③養分と保水力が乏しい土壌

の地帯，である。

今までに各種の研究でヒノキ樹

脂胴枯病の実態が明らかになりつ

つあるが，対策の決め手に欠けて

いる。病気そのものは，不適地に

植えたヒノキが抵抗力を失うこと

で発生するのであるから，薬剤や

病枝の,伎打ちなどの手段では根本

的な対紫にはなりえない。

もし強力な病膜菌で罹病木が枯

れてしまえば，抵抗力のある個体

が生き残り，長年月後には抵抗性

ilil体群の林ができるが，暇度のり簡

気（飯推も少し交じるが）の個体

が多いと枯死することなく生き残

り，病気に対して手の施しようが

なく，，恨本的にはこの木を植えて

よいか否かの問題となる。

したがって，土壊図・地形図・

気象年表・現在の植生図（これに

よって乾燥型か否かが推定でき

る）等の手に入るデータを集積し

て，すでにわかっている病害発生

調査図を重ね合わせ，それらの合

致する条件の部分を他の箇所につ

いて病害発生危険地区とし，この

地区にはヒノキを植えないことが

防除のほんとうのあり方であると

考えている。さらに，病気もなく，

ヒノキが元気に生育している地帯

についても同様な作業をして，ヒ

ノキ適地を再認識することも大切

である。そして，次代によい森林

を再生するための総合的提言をす

ることが，病害研究者だけではな

く各分野の林業関係研究者の責務

である。

この報告の森林土壌に関して山

谷孝一博士のご教示をいただいた。

ここに記して感謝の意を表したい。

(三重大学名古屋大学非常勤識緬）
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囹囹囹囹囹第41回(平成6年度)森林･林業写真コンクール
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▲特選（農林水産大臣賞）「北国の育苗田」
成田眞（青森市新城平岡）ホースマン，
90ミリレンズ,F8,1/125,青森県北津

1隆郡にて

三席(日本林業技術協会賞）「白樺林を行く」山口武広
(神奈川県茅ケ崎市）キヤノンEOS,F8,1/160,E
野県木曽開田高原にて

日

優秀作品(白黒写真の部)紹介主催・日本林業技術協会

後援・林野庁
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▲一席（林野庁長官賞）「退避直前（伐倒)」高森岩雄（青森市大字清水）ミノルタα7000,ズーム,F4.5,1/125,
青森市大字内真部山にて
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二席(日本林業技術協会賞）「荷を

引く老人」新庄友行（北海道粥呂

郡留辺蕊町)F5.6,1/250,留辺
蕊にて

ぐ
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▲三席（日本林業技術協会賞）「信州博ドーム」高遠

二郎（長野県南安曇郡豊科町)EOS10,ズーム，
F5.6,1/60,ネオパンプレスト400,長野県松本

市にて
、
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▲二席（日本林業技術協会賞）「斜光の里｣横山弥助(新潟県三条市）
コンタックスRTSlll、ズーム､F11、オート,新潟ﾘi4111古志村にて

可
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h

元
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一
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▲三席（日本林業技術協会賞）「斜光」永縄忠雄
（岐阜県益田郡萩原町）ニコンF600,50ミリレ
ンズ．オート、岐阜県萩原町にて

▲三席（日本林業技術協会賞）「力強いケヤキの枝」柳沢基恵

（長野県南安曇郡三郷村）ニコンF4,ズーム,F22,オーi、
トライX、YA-3フィルター、長野雌蝋科IIIIにて
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▲三席（日本林業技術協会賞）「夫婦」佐々木亮太郎(秋田県由利
郡岩城町）ニコンFE,ズーム,F5.6,オーl､，ネオパンプレ
スI､40(),likm県仙北郡西木村にて

▲佳作「樹氷」山本成明（滋賀県大津市）フジ
GS645S,60ミリレンズ,F11,1/15,サク

ラ赤外750,02フィルター、山形市蔵王にて

佳作「山里の人」梶本恭孝（大阪府茨木市）ペ
ンタックスZ20,ズーム，オート，ネオパ

▼ンプレスl､I100,大阪府茨木市にて

▲佳作「森の旋律」城下進（鳥取県米子市）ニコンF"1,200ミ
リレンズ,F8,オート，トライX,島根県能義郡伯太町にて
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▲佳作「目立て」川代達雄(岩手県盛岡市）ニコンF801,ズ
ーム,F8,オート，ネオパンプレスト400,盛岡市松ノ水
平にて

佳作『風倒木」古内民夫（熊本県下益城郡豊野村）ズーム，
▼F11、オート．熊本県豊野村にて

39

▲佳作「雪の日の杉林」堀田文夫（宮城県本吉郡津山町）
ペンタックス6×7,105ミリレンズ、F8,1/30,ネオバ

ンSS.宮城県津111町にて

q佳作「町を行く造営材」山口茂之（北海道紋別市）キャノン
F1,28ミリレンズ,|淵放,1/125,ネオパンプレスト400,

東京都文京区湯島にて

▲佳作「架線集材作業」加藤正清（岐阜県郡
上郡八幡町）ペンタックスZ-1,ズーム，
オート，ネオパンプレスト400,岐単県八幡
I11Iにて

林業技術N().6341995．1
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が行き届いている様子に感服しな

がらもハンドルを側す手を休める

暇がない。運転技術習熟には最適

の道であること請け合いである。

それは置いといて，天体望遠鏡ド

ームが|］を受けて銀色に輝く建物

はかなり遠い山あいからも見つけ

られ，近寄ると木造平屋の本屋は

周囲の森林と見馴に溶け合ってい

る。地元産のスギ，ヒノキを使っ

た軸組工法で768m2,内装はヒノ

キの羽目板と縁甲で柔らかい木の

香りを発散し，淡いピンクの木肌

が優しく訪れた人々に接してくれ

る。周りをぐるりと囲んだ山々，

そこにはスギやヒノキが育ち，中

腹から上は天然広紫樹が秋の終わ

りを告げる彩りを見せる。

と鳶て，ここの本番,真打ちは夜
の帳が下りてからである。周りの

山々と森林が．下界の灯を完壁に遮

ってくれた漆黒の世界は，天空に

満天の星を演出してくれる。遠い

子供のころ見たあの星空である。

あ”』”ばち沙イ

明けるのも良し，
暗いのもまた良し

新年，明けましてお目出とうご

ざいます。今年は干支のどん尻，

猪年。林業界も木材業界も猪突猛

進といけるのかどうか。世の景気

は回復の兆しありというが，いま

一つぱっとしないし，木材の景気

指標でもある住宅着工童もここに

きて一服しているようでもあり，

どうもよく先が読めないで暗中模

索のうちの新年とは相成ったよう

で。もっとも一寸先でも明と暗が

読めれば，有馬記念も年末ジャン

ボも掌中に収めて高笑いの明るい

正月となるのだが鮭この世の中，
大枚をはたいては勝をかみ真っ暗

|劉での正月となる方もまた多いよ

うですな，何事もほどほどに。と

ころでこの明と暗とは次元の異な

る明と暗の話，お屠蘇でも酌みな

がら少々の付き合いのほどを。

昨年の晩秋，林野庁の林構事業

で建てられている大型木造建築物

のいくつかを訪れる機会があった。

その多くは体育施設や憩いの場所，

林産物の隈示即売所といったもの

が多い中で，愛知県東栄町にあっ

た「森林体験交流センタースタ

ーフォレス|､｣,これは森林の新し

いジャンル．機能の開拓に先鞭を

つけたものではと思って紹介する

ことにした次第。

愛知県の蚊東部，静岡県と隣接

するこの町は昔から三河材の産地

として知られ,l11m秋の90%が森

林で占められているという。中央

高速道の飯Inインターを降りて国

道,県道と聴典継ぎ,名にし負う
伊那の山中,葛折りの狭い道を車

で走ること311#間余。道端のスギ

やヒノキの造林地は見事に手入れ

← 一 区I

G統計にみる日本の織り 戦後50年の林業生産活動 平成7年は戦後50年目に当た

ることから,年頭において50年間

の我が国の林業生産活動を，人工

造林面積と立木伐採材積の推移に

よって振り返ることとする。

我が国では昭和20年代,森林の

荒廃に伴い多発した洪水等の自然

災害を背溌にI封土緑化意識が筒ま

り，人工造林が椛進された。第1

回の全国植樹祭が開催された昭和

25年には，人工造林而職は30万

haを上回り，その後も木材IIII格の

'二昇，山村地域における相対的に

豊富な労働力の存在もあって，高

度経済成長期を通じて筒水準で推

移した。しかしながら，昭和46年

のニクソンショック以降，高度経

済成長期の工業化，都市化の進展

に伴う労賃水準の上昇，生産性向

上の立ち後れ，長期的な円高傾向

の下での材11liの低迷等から，林業

の採算性が悪化する状況となり、

人工造林面積と立木伐採材積の推移
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資料：林卿li:『･Ijil打林野¥蝶統計:"｣,『林晦庁業務資料」
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寒風も時間の経過も超越させる
やみ

暗闇の中の輝きは，その舞台が

漆黒であればあるほど無限に遠

くへと誘う。やがて深夜，主役

が静かに星から月に替わり，月

光が山々を木々をくっきりと照

らして日中とは全く異次元とも

いえる影を創り出してくれる。

少し大げさではあるが，そこに

は人世観が変わるほどの感動が

あったのである。現代社会は飽

くなきまで明かりを求め続けた

結果，闇の世界を失った。闇の

貴重さ，暗の大切さをあらため

て知った思いである。

林野庁がいう森林の機能39

兆円の中に暗闇の世界を創り出

す機能の価値は算入されてない。

漆黒の夜がある空間は日本には

あまりないとも聞く。正月の景

気づけに，暗闇の世界売ります，

10兆円，なんてのはいかがなも

んでしようか。少々屠蘇が入り

過ぎました。御免。

林政拾遺抄

~

ー△

瞳

樹
の
蔭

画

典！

型

紀伊半島の南端，和歌山県串

本町に,｢アメリカからの漂流材

で建てた家がある」という話を

聞いて，そこを訪ねた。家の名

は「稲村亭」といい，8畳と10

畳の2間から成っていた。明治

の初め，近くの海岸に打ち寄せ

られた大木1本だけで造った部

｜屋という。柱,梁,鴨居等の構
造材をはじめ，壁板，天井板の

ふすま ついたて

内装材，襖，障子，衝立や屏風，

たばこ盆に至るまで，この部屋

にある木質の材料一切がこの1

本の流木なのである。

この建物ができたのは明治5

年（1872）であったが，明治末

年に大阪朝日新聞記者の杉村広

太郎（楚人冠）氏がここを訪れ，

「串本の稲村亭｣と紹介したこと

から一躍有名になった。と同時

に，その流れ木がアメリカから

i漂着したという「話」の真偽も
｜話題として取り上げられた。当
I時は「クジラの子を助けた漁師

lがその助けたクジラの背に乗っ

てアメリカへ行き，お礼にもら

’った大木に乗って帰ってきた」
という，アメリカ移民の多かっ

た串本町ならではの話も流布さ

れていたという。

早速「いったいこの木はどこ

の木だ」のルーツ（産地）探し

が始まり，大正から昭和にかけ

て河合鋪太郎，諸戸北郎，三浦

伊八郎，佐藤弥太郎氏等何人も

の大学教授が樹種の鑑定と産地

推定を試みた。しかし，呈色試

験，沈殿試験，解剖的識別法等

による鑑定試験を重ねても結論

は得られず，結局この木は「謎

の木」として，その後ルーツ探

しは打ち切られた。

この木を拾った漁師は,｢アメ

リカからの流木」と思った貴重

な木を無料で譲るほど，この家

の主とは心の込もった長年の交

遊を続けていた。河合教授はそ

れを「一家恩寵百世栄正知積善

有余慶南海出此瑞木精」と詠み，

佐藤教授もまた「樹名は謎でも，

それは樹の蔭の温かい人情に包

まれた素晴らしい謎として伝え

てゆくのでよいではないか」と

されている。

樹木の名を尋ねて人情の温か

さに行き着いたこの家の主は，

その話を「一樹の蔭」という小

さな冊子にまとめた（写真)。

心に残る話である。

（筒井辿夫）

経済の安定成長期においても人工

造林面積は一貫して減少を続けて

いる｡立木伐採材積も,人工造林面

積の推移と同様の動きとなってい

るが，短期的には立木価格の変動

により伐採量が影響を受けている。

また，昭和50年代以降は,造林

面積の減少傾向に比べより緩やか

な推移となっている。これは比較

的蓄積の低い天然林を対象として

実施してきた拡大造林が減少した

こと，人工造林の伴わない抜き伐

り等の伐採力嬉大していることを

示しており，高材価，低賃金の下

で進められてきた集約的な林業生

産活動が，低材価，高賃金に対応

した形に転換してきていることを

裏付けている。

我が国の林業生産活動は林業経

営を取り巻く状況の変化により，

この50年間で大きく転換してき

ている。

I

』
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べきかというのが議論の一つの焦

点になっていました。海外遠征を

含めて，世界の登山界に対して，

どんな貢献ができるかをみんなで

真剣に考えていたからです。

しかし，なかには登山というの

は優れて自己完結的な行動である

から，他と記録を競う必要はない

という意見もありました。確かに

同じ山が，いつも同じであること

はありません。季節，時間，天気

が違えば，違った面を見せます。

そこを歩く自分もいつも同じとは

限りません。体調も気分も違いま

す。そういう常に変化しつつある

自分と自然が向き合うのだから，

山登りを通じて，両者は常に新し

い関係を作り上げるといっていい

でしょう。

山登りは決してすごいことでは

ありません。一歩一歩足を交互に

進めていけばいいのです。もちろ

ん技術を磨くことは必要です。氷

荻野和彦の5時からセミナー4

オールラウンドにして

コンブリートであること
！
Ｊ
岬
、
１
Ｊ
岬
、
：
ｊ
伽
、
ｆ
ｊ
ｆ
Ｅ
ｔ
ｊ
ｆ
ｔ
ｊ
、

高校生のころ，すでに山岳部に

いたので，大学へ行ってからも山

岳部に入ることに決めていました。

山岳部だけはやめておけ，という

親がいるということを聞きます。

しかし父親は,確か昭和2,3年こ

ろアルプスの燕岳から槍ヶ岳まで，

いわゆるアルプス銀座を縦走して

います。子供が北アルプスへ行く

ことを止めるわけにはいかないわ

けです。母親は，大学の山岳部く

らいで驚くようじゃないと鯛を
切っていました。

さて，その大学山岳部では，ト

レーニングとして毎日数キロを走

ることが課せられていましたが，

もう一つ，議論することも盛んで

した。トレーニングと議論に明け

暮れていたといっていいでしょう。

そのころちょうど，ハントが率い

るイギリス隊のヒラリーとテンジ

ンによってエベレスト（世界最高

峰であるこの山をエベレストと呼

ばないようにしようという意見に

賛成なのですが，当時はまだエベ

レストだったので，ここではエベ

レストにしておきます),そのエベ

レストが登られてしまったから，

登山界の目標が失われてしまった

のではないか。われわれはどうす
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水平勇吉編 を見定めて「林学のあり方」シン

ポジウムを持ったのは,1994年4

月のことであったが，この一連の

検討の中で「森林科学」は最も中

心的なキーワードであった。

この林学会の検討委員会をリー

ドしたのが，この本の編者，木平

教授であった。その理念と検討成

果を具体化したのがこの教科書で

あるに違いないから，その構成に

落ち度のあるはずはない。全13

章，森林の種類の分布，樹木の生

理と生態，森林生態系と植物，森

林の動物，森林と気象環境，森林

がつくる水環境，森林と国土の防

災，森林の景観とレクリエーショ

ン利用，森林の利用と歴史，森林

の保護，森林の育成，危機に面す

る天然林，人工林の管理，と続き，

森林科学で扱うべき分野を網羅し

ている。強いて言えば，人間と森

林とが直接関係する人文・社会科

森称科学論
塞一，

森林科学論
本年其愈鄭

「森林科学論｣の名を冠したこの

本が著者から贈られてきたとき，
｢先にやられたな｣といういささか

の悔しさが実感であった。今この

種の教科書が必要で，私もそのう

ちに手掛けてみたいと常々思って

いたからである。

これからの森林利用が，物質資

源・環境資源両面へ幅広く拡大し

ていくとすれば，従来の物質資源

偏重の考え方だけでは不十分であ

ることはいうまでもない。ただし

このことは，物質か環境かの二者

択一ではなく，また森林からの物

質資源供給を否定することでもな

い。木材に加えて，森林の生む環

境も「林産物」として認めること

を意味するのである。「森林科学」

の語は，そんな意味を重視した，

森林を総合的にとらえる学問領域

を表し，多目的複合的な森林利用

のベースとなるものと考えてよい。

日本林学会でも，この課題につ

いての論議を重ね，今後の方向性

林業技術No6341995.1

本の紹介
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雪技術，岩登技術，キャンプワ

ークなどと特化した技術を競う

風潮も見られますが,もともとi
山登りは早足を競い,重荷を誇I
ることではなかったはずです。I
山仕事の人が山を歩く姿は自；
然体です。どこにも無理があり｛
ません｡山は谷あり,崖ありでi

棗I鴬難熟こ鰯麓:1

識灘
条件に対応できるだけの気概え；
と体力とそして技術が備わってI

聯,茸鰯為懸｜
ります。

＄

､繍繊鷲卿
（愛媛大学農学部生物資源学科）！

－－一一一一一一~__~一~一~』

学的分野の記述をもう少し強化し

てほしかったような気がする。理

科系離れの進む今の学生の目を森

林に向けさせるのには，それが有

効な手段だと思うからである。

14名の共著者は，もっとページ

数が欲しかったであろう。広範な

課題を扱うために網羅的にならざ

るをえず，初めて学問的に森林に

接する学生には，個々の記事につ

いてかなりの解説が必要となるか

もしれないからである。

用語の統一（例えば，熱帯多雨

林と熱帯雨林）も欲しかったし，

図の中の説明が逆になっている誤

り（図1.8）もある。

しかし，農学部改組の波の中で，

扱うべき分野の拡大した森林関係

教育の一つのよりどころとして，

この本の価値は計り知れない。

（只木良也/名古屋大学農学部）
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|蓮鰯ま’|塵謹温’
経済合理主義という銃口

“アイラブユーダディ”･そ

う言い残して娘は息を引き取っ

た。驚かそうとしてダンスから

飛び出してきた幼い娘を，帰宅

した父親が誤って射殺してしま

った。銃社会，アメリカのとあ

る街での悲しい出来事である。

個人主義，自立主義，競争原

理などがアメリカ社会をアメリ

カたらしめてきた支柱のような

ものだが，何事も行き過ぎると

弊害が生じてくる。自分や家族

の安全は自ら守るという原則に

は逆らいがたいが，現実の社会

はいつも原則どおりに動いてく

れるわけではない。毎年，日本

の交通事故による死亡者以上の

銃による犠牲者を出しながら，

銃規制に対する世論の芽生えも

IRA(全米ライフル協会）な

どの頑強な抵抗に枝葉を伸ばし

きれないでいるようだ。自由，

民主主義の国といえども，理想

への;灘は常に現実社会の利
害・葛藤が付きまとう。

行き過ぎといえば，経済運営

や思想にも見られるようだ。競

争原理に基づいたグローバルな

自由貿易経済体制の確立，その

実現に向けてアメリカほ常に主

導権を握ってきた。ウルグアイ

ラウンドの交渉過程に見るよう

に，今なお，パックス・アメリ

カーナの堅持に躍起である。自

由貿易体制の維持，そのこと自

体に異論を挟む余地はないにし

ても，これも行き過ぎると，各

国ごとの固有の伝統文化や民族

遺産などの消滅を招きかねない。

いや，わが国は既にアメリカへ

のキャッチ・アップの過程で，

アメリカ文明の導入と引き換え

に自然河川など多くのものを失

ってきている。そのうえ，なお

米の関税化,MOSS協議によ

る住宅の自由化など経済合理主

義の荒波が中山間地域の農山村

社会や農林業を直撃しつつある｡

アメリカ流の経済合理主義の

行き過ぎは，常に自国の利益を

前提にしているところにあるよ

うだ。とりわけ農林業について

は，それぞれの国々に固有な自

然条件の下でたゆまぬ営為によ

り形成されてきたものである。

いわば，特有の歴史や文化，景

観を有した自然と人為の共生・

共存の歴史でもある。そのよう

な多分子有機物的構造を持つ農

林業を，コストという一点だけ

に絞り，市場経済の競争メカニ

ズムの中に放り込むこと自体に

経済合理主義の行き過ぎがある。

温暖化など地球そのものが狭く

なってきている現在，行き過ぎ

た経済合理主義は人類そのもの

に向けられた銃口ともいえるの

ではないか。

とはいえ，発熱アジアなどと

いわれるように，途上国の市場

経済化がなおすさまじい勢いで

進展しつつある。このままでは，

なお腱山村，腱林業もその発熱

の渦に巻き込まれざるを得ない。

森林・林業についていえば，

コストばかりにとらわれない

21世紀に向けた日本型の新た

な森林管理の哲学を構築するこ

とが，何よりも急がれるべきで

はないか。

編奇木）

(この欄は編築委員が担当しています）

林業技術No.6341995．1
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市町村林業行政の現状と課題

北海道大学大学院宇山雄一

林業経済研究No.126

1994年11月p.35～40

林業基本法制定以来，戦後拡大

造林で植えられた人工林の成熟化

ともかかわって，地域に密着した

行政主体としての市町村の機能が

林政においてもクローズアップさ

れてきた。市町村の行政能力のア

ップに伴い，中央林政は，市町村

の有する地域における総合的企画

力・調整力を“当てにしている”

ということができる。

70年代後半から80年代前半に

かけ，間伐期の到来とともに『国

産材時代」に向けてのシステムづ

くりが政策課題として登場し，中

央林政は地域を単位としたさまざ

まな施策を打ち出すが，この中で

市町村の取り込みが，さらに職種

化する。しかし，先進的な事例を

除き，市町村における林業行政は

展開しなかった。

今日，林業の収益性悪化や労働

者問題の顕在化，山村の崩壊など，

さらなる林業危機が進行しており，

市町村に期待される役割は，一層

増しつつあるといってよい。

本稿は,80年代を中心として市

町村林業行政の展開を概観し，市

町村における林業行政の現状と課

題を明らかにしたものである。

（発行所:a03-3828-6602)

GISを利用した森林機能に

よる類型区分

東京大学農学部鄭躍章・

南雲秀次郎

日本林学会誌76－6

林業技術No.6341995.1

1994年11月p.522～530

近年，人々の森林に対する価値

観が多様化するとともにr森林が

保有している各種機能を高度に発

揮させよ」という要請が社会各方

面からますます高まってきている。

これからの森林施業計画では，森

林の持つすべての機能を総合的に

考えるべきである。つまり森林の

動態を把握し，森林の各種機能を

評価し，それに基づいて森林を線

引きし，その置かれた社会的なら

びに自然的環境の下で森林が総合

的に最も有効に利用されるように

策定しなければならない。このた

めに多種類の森林情報を適切に分

析できる手法を開発する必要があ

る。

本研究では，森林機能に基づく

類型区分方法を究明した。まず地

理情報システム(GIS)を用い

て小班ごとの標高，傾斜，林道か

らの距離などの評価要因を計算し

た。次にこの評111要因と森林簿の

情報を用いて森林の機能を評価し，

それに基づいて森林の類型区分も

行った。また同時にGISによっ

て森林の各種機能評価と類型区分

の結果をコンピュータ画面上で分

析する手法を開発している。

（発行所：公03-3261-2766）

択伐林施業計画のシステム化

に関する研究

東京大学北海道演習林山本博一

森林科学No.12

1994年10月p.5～8

択伐林施業は森林の持つ多面的

な機能を最大限に発揮させること

のできる施業方法として期待され

一一～～～

ている。本研究では択伐林施業に

おける許容伐採量管理のための森

林の物的組織の考え方と情報処理

の方法について検討を加え，より

集約的な択伐林施業の発展方向を

明らかにしている。研究の独創点

として次の3点を挙げている。そ

の第1は，作業級の概念を発展さ

せて同一の森林空間に複数の作業

級を設定させたことである。第2

は，天然林の成長量配分を相対化

し，各林分の将来の成長を予測す

る直径遷移確率の計算にそれぞれ

の林分の直径分布を用いる手法を

開発した点にある。第3は，優良

広葉樹の許容伐採量の計算に，相

対幹曲線を用いて生産丸太の規格

を予想し，立木価値という新しい

尺度を開発したことである。

これらをもとに，東京大学北海

道演習林の択伐林を対象として,こ

れまで得られた情報および知見を

整理し,複数の施業担当者が共有す

ることのできる択伐林施業意志決

定システムを構築したものである。

（発行所：冠03-3261-2766）

酸性雨の実態と森林への影響

一酸性雨等森林被害モニタリ

ング事業中間報告をふまえて

林野庁研究普及課石原英彦

山林No.1326

1994年11月p29～34

「酸性雨（霧)」という現象が，

その及ぼす功罪も明らかにされぬ

まま森林をはじめとする生態系へ

の危機的な影響を及ぼす現象とし

てクローズアップされている。し

かし現在，酸性雨が森林を衰退さ

せ，枯死させる原因となっている，

またはなっていないと明らかな証

拠を示して明言している事例もほ

とんどない。酸性雨を含む環境要
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因と森林衰退との関連を明確にす

ることは，考えている以上に難し

いといわれているが，なぜその論

証が難しいのか，今まで何がわか

り，何が不明なのか。

去る6月27日,林野庁は平成2

年度から実施している5カ年計画

である森林衰退と環境因子の関連

を調査する事業の中間報告を発表

した。この事業は，わが国森林の

全体としての衰退状況を把握し，

酸性雨等環境の変化と森林の衰退

との関連の把握に資するためのも

ので，わが国の森林を全国規模で

対象とした初めての調査でもある。

本稿は，この報告をもとに酸性

雨とは何か，植物にどのように影

響するのか，わかりやすく解説し

たものである。

（発行所：盆03-3587-2551）

地球温暖化シナリオによる河

川流出への影響評価に関する

一考察

東京都立大学エ学部安藤義久

水利科学No.219

1994年10月p.34～44

近年の地球環境問題に対する世

界的な関心の高まりには目覚まし

いものがある。特に，地球温暖化

問題は今最も注目を集めている地

球規模の環境リスクである。温室

効果気体の増加が現在のまま推移

したとすると，2030年までに温室

効果気体全体で産業革命以前の二

酸化炭素濃度の2倍に相当する濃

度に達し，2030年代には地球全体

の平均気温が1.5～3.5｡C上昇す

るとされている。温暖化の将来予

想については，地域的な気候変動

の様子や具体的な温度上昇の時期

に関してまだわかっていない面が

あるが，地球の平均気温が半世紀

足らずの間に数度上昇し，一部の

地域ではそれより高い温度上昇に

なるおそれのあることは，おおむ

ね共通の認識となりつつある。

本研究は，積雪・融雪モデルを

組み込んだ長期流出モデルを小河

内ダム流域へ適用し，地球温暖化

による河川流出への影響評価を行

うことを目的としたものである。

（発行所：公03-3816-3391）

東南アジアにおけるタウンヤ

法での造林一樹木と作物の競

争の視点から

京都大学賎学部渡辺弘之

森林立地36－1

1994年6月p.20～27

東南アジア，さらにはアフリカ

や南米でも，いわゆる荒廃地への

緊急の森林再生・造林は，アグロ

フォレストリーの代表的なもので

あるタウンヤ法で実行されている

ことが多い。すなわち，樹木の植

栽と同時に，そしてその後の数年

間，その列間あるいは林内で耕作

を行い，樹冠の閉鎖により作物収

餓が減少すると耕作を中止し，そ

の後は樹木の保育のみを行い，森

林を造成する方法である。

チーク造林はすでに1840年代

には始まっていたが，これに作物

栽培を組み合わせ造林経磯を節約

するタウンヤ法は1869年,ミャン

マーでのチーク造林で実行された

のが初めてとされている。

インドネシアではこの方法をツ

ンパンサリと呼んでいるが，オラ

ンダにより1873年にタウンヤ法

が導入され,さらに1907年ギンネ

ム(イピルイピル)をチークの列間

に植栽することで，ジャワでのチ

ーク造林法が確立されたとされる。

現在ではユーカリ類,マツ類,あ

るいはモルッカネムノキなどのマ

メ科の早生樹の造林も，この方法

で実行されていることが多い。こ

こでは,タウンヤ法での造林学的・

生理学的問題について述べている。

（発行所：丑0298-73-3211）

ネパール山間部の住民ニーズ

と林業普及

元ネパール林業普及計画プロジェク

ト専門家門田毅・西岡泰久

熱帯林業No.31

1994年9月p.2～13

ヒマラヤの山麓を成すネパール

山間部での森林荒廃と環境変化は，

すでに世界的に注目されているが，

その主因は大規模な商業伐採では

なく，地域住民の自給のための林

野利用である。現在，同国の林業

分野においては1988年に作成さ

れたマスタープランに基づき，全

国レベルでは地域住民の参加によ

り森林の保護・育成と林産物需給

を進める住民林業と，特定の地域

に総合的な土地保全策を施す流域

管理という大きく2つのアプロー

チが取られている。

林業普及プロジェクトはその主

な活動として，ネパールの西部開

発地域の山間部をサンプル地域に

取り，1922～23年の約1年半にわ

たって，林業普及活動を行ってい

るプロジェクト，および普及対象

となる農村住民の双方に対する普

及活動ニーズ調査を実施した。こ

こでは，住民ニーズ調査の結果か

ら「だれに｣，「何を」普及したら

いいのかを明らかにしたうえで，

次に「どのように」普及するのか

という方法について，林業関連プ

ロジェクトの現在までの普及活動

を紹介している。

（発行所：壷03-5689-3450）

林業技術No.6341995.1
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システム整備事業平成6年度第2員による懇親会を行った。

回調査等委員会を開催した。◎人事異動（12月31日付け）
◎番町クラブ12月例会定年退職主任研究員宮下国弘

12/19,本会にて開催し，ビデオ（1月1日付け）

上映①夢のある林業を目指して，命林業技士養成事務局勤務

②果てしない記録の旅，および会主任研究員和田昇

一一N …、編集部雑記一

さざえのつぶやき少年少女が最続・子供と魔法今年は，先月号で

も好きな言葉は｢夢｣だそうな。こち触れた作曲家ラヴェルの『子供と魔
らは醒めずに見続けてもらいたいほ法』制作70周年，さらにラヴェル生
うの夢だが，はかないものに成り変誕120周年のメモリアルイヤーであ

わるのにさして時間はかからない現る。日本語での舞台上演を期待する
実にrいじめ｣も無縁ではないのかも。なら今年こそなのだ。しかもセリフ

どうせはかないものなら，睡眠中に出てくる「ハラキリ」は，台本を執

ぐらいはいい目をみたいものだが， 筆したコレット女史が日本人のバロ

夢工場も設備が古くなったとみえ，ン薩摩氏と親交があった点を考える

こちとらのみるのは「夢なら醒めてと,何やら興味が増すというもの。ち

よ」と夢中でお願いしたくなるようなみに今年は1995年・明治128年・
な悪夢ばかり，この間もr出席時間不大正84年･昭和70年･平成7年。年

足で単位取得不能，したがって卒業頭にあたって，皆さんそれぞれに興

不可｣という冷汗ものの一幕｡これが味ある事柄のメモリアルイヤーを探
初めてではないから嫌になる。初夢してみるのも，また一興ということ

はいかがでした？皆さん。（毛沢山）のようで。（山遊亭明朝）
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◎平成6年度第3回理事会

12/20,本年度第3回理事会を本
会にて開催した。本会理事31名

(委任状を含む）のほか，監事･顧

問・林野庁参与が出席した。
◎海外出張

○12/1～24,藤森航測検査部長を

チタリック調査のためインドネ

シア国に派遣した。

○12/6～11,小原国際事業部次長

をインドネシアP/F調査のため

同国に派遣した。

○12/11～17，渡辺理事を熱帯林
管理情報システム整備事業のた

めミャンマー国に派遣した。

○12/12～28，伏見理事をインド

ネシア国NTT州森林復旧計画

調査のため同国に派遣した。

◎林業技士スクーリング研修

12/5～9,本会にて，森林評価部

門の研修を立正大学経済学部長福

岡克也氏ほか7名を講師として実

施した。

◎海外研修員の受け入れ

国際協力事業団からの依頼によ

り,次のとおり研修員を受け入れた。

国籍§モンゴル国，研修員：

Mr.DamdingurengiinENCH.

SAICHAN,研修科目：森林管理

計画，期間：12/6～7。

◎熱帯林管理情報センター関係業務

12/21,本会にて熱帯林管理情報

林業技術第634号平成7年1月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会

〒102東京制FF代田区六番町7TEL.03(3261)5281(代）
振替0()130-8-60448番FAX.03(3261)5393(代）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFoREST

publishedby

TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会跳3‘500円・学生会班2,500円・終身会賀個人)30'000円〕

林業技術No.6341995．1



御■”慶 社団法入日本林業技術協会

支部支部長支部幹事 支部幹事支部支部長

都道府県支部

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

営林(支)局等支部

小野寺

中野
：.：

田尾

佐賓木

中川

三澤

佐藤

等j々 力

杉山

大関

小池

告野

古川

高野

関

中：村

:山本

島田

青柳

茂木

宗 昭
彬
夫
夫
郎
哉
直
聡
栄
修
男
儀
一
宏
吉
行
美
助
夫
博

中
對
東
阿
吉
柴
水
陸
金
曽
戸
向
小
増
高
元
坂
島
騰
若

川
馬
根
部
田
田
戸
藤
田
根
田
後
森
子
橋
水
本
田
野
林
川

鴻一

正吾

末次郎
鴻文
安孝

典明

孝宏

俊男

入志

信司

宏：保

栄

和敬

久雄
．；軍．

英：生

雅邦

昭男

永太

達

勇人

北海道

旭川

北：:見

帯広
函館
＝

員 森
秋；田

前…橋

東京
長．野

岡本敬罵

矢野吉夫

朝田志朗

堂東忠司

橋本智

橋岡伸守

安藤俊宣

川上博志

宮崎宣光

郡完治

坂井康宏

戸塚文子

小室龍一

福鴫雅喜

佐藤義昭

工藤悦郎

高橋東

春日智

藤原栄治

関谷結城夫

秀
貞
清
泉
正

名古屋

大阪

高知

能本

瀬野利彌
森田正彦

山下秀勝
田中§正則

水本達男

網倉和弘

中村好志

杉野恵宣

埼玉

千…葉

東京

神奈f.川

新潟

害〔山＝

石州

福井

山梨

長野

廸
潤

林野庁

隷;i"
総合研究所
森林
開発公団

伴 次：雄 津元頼光裕
喜
恒
泰
朋

大：賞1 人 美智也開

船渡清人 金子賢治

大:学支部

北海道大
岩手大

山形大

宇都宮大
東京大
東京農工大
筑波大
東京農業大
日本大
玉川大

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀
.一

・皐 都

大阪

兵庫
＝

良示

和歌山

鳥取
島根
岡山

広島

山口
徳島
香川

愛媛

高知
福岡

佐賀

長崎

熊本
大分

宮崎

冒‘鹿児島
沖縄

宮地省一
川崎順二

橋本英．明
森慶一

有田勝彦

森田俊孝
真辺隆明

小椋孝

堀内正之
宮石寧文

古川勇入
沖隆史

絹川純一郎
稲垣裕志

松山誠一

田中誠司

竹中正一

眞狩保
前田正教
速水彪

藤原混一郎
橋本良二
高橋教夫
笠原義人

小林洋司

上野洋二郎

熊崎資

中田銀佐久

難波宣士

真宮靖治

菅野高穂

白旗学

神田リエ

渡辺弘美

酒井秀夫

峰松浩彦
中村徹

黒崎浩代

杉本和永
加藤了嗣

中村正樹

寺坂富喜男
藤原’敬

河村一入

平野久治

片岡稔

久保田善信

川田昭二郎
楠田勝章

松島義朗

津：島辰雄

星原達雄

沖田日出男
山尾浩

斎藤博

小．野‘洋

三井善明
大崎雄正
村上英人

新潟大

信州大
静岡大

名古屋大

岐阜大

三重大

京都大

京都府立大

鳥取大

島根大

愛媛大

高知大

九州大

宮崎大

鹿児島大
琉球大

近嵐弘栄

菅原聰

小嶋睦雄

只木良也
冨田浩二

林拙郎

古野東洲

梶原幹弘

小笠原隆三

井口隆史

山本仁志

原紀子
逢坂興宏

竹中千里

伊藤栄一

山本環恵

吉田義和

伊藤達夫

八木俊彦
長山泰秀

梶原

小笠原

井口

藤本

山本

今田

飯塚

坂本和応

松尾俊彦

灘田一吉

並松達也

林久晴

内山研吏
上地蕊

章
男
利
一
蔵
卓
浩

義
秀
昭
幸
重

原
清
川
藤
代
壁

蔵
貞
小
江
柳
田
真

司
誠
生
寛
佐
也

幸
盛
重
弘

山本武

後藤純一

今田盛生

甲斐重貴

松下幸司
安里練雄

飯
林
林



加
藤
滋
雄
著
Ａ
５
判
一
八
二
頁
二
、
○
○
○
円
（
〒
Ⅷ
）

林
業
。
木
材
産
業
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

ー
森
林
資
源
情
報
か
ら
木
材
Ｖ
Ａ
Ｎ
ま
で
Ｉ

隔
週
刊
林
政
ニ
ュ
ー
ス

由
井
正
敏
・
石
井
信
夫
著
Ａ
５
判
三
五
○
頁
三
、
八
○
○
円
（
〒
剛
）

林
業
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
て

ｌ
森
林
性
鳥
獣
の
生
息
環
境
保
護
管
理
Ｉ

最
新
の
林
政
ニ
ュ
ー
ス
を
追
跡
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
「
ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
、

政
策
・
予
算
の
背
景
、
人
事
異
動
評
等
を
問
答
形
式
で
掘
り
下
げ
る
「
緑
風
対
談
』
、
都
道
府

県
・
市
町
村
の
最
新
動
向
を
伝
え
る
「
地
方
の
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
を
満
載
／
、

各
号
Ｂ
５
判
加
頁
年
間
購
読
料
一
四
、
四
○
○
円
（
月
一
、
二
○
○
円
、
消
費
税
・
送
料
込
み
）

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
、
い
ま
必
要
な
こ
と
は
な
に
か
。
具
体
的
な
事
例

を
紹
介
し
つ
つ
、
手
順
と
今
後
の
方
向
を
示
し
た
待
望
・
必
読
の
書
／
“

霞
が
関
発
林
政
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
好
評
発
売
中
″

野
生
鳥
獣
の
生
態
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
護

管
理
と
林
業
活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
最
新
の
知

識
や
資
料
を
解
説
ｏ
今
後
の
具
体
的
対
応
を
考
え
る
た
め
の
待
望
の
一
冊
！

好評既刊

謹
で
森
と
木
と
く
ら
し

の
な
ん
で
も
相
談
室

森
林
研
究
会
編
一
、
七
○
○
円
（
〒
川
）

ョ
－
ロ
ッ
パ
の

森
林
と
林
産
業

岩
井
吉
彌
著
二
、
○
○
○
円
（
〒
Ⅷ
）

編
集
協
力
林
野
庁
二
、
五
○
○
円
（
〒
Ⅷ
）

森
林
・
林
業
・

木
材
辞
典
熊
で
う

地
域
住
宅
市
場

の
研
究
諜
紅
難
宅

菊
間
満
著
二
、
○
○
○
円
（
〒
剛
）

国
有
林
野
経
営

規
程
の
解
説

経
営
研
究
会
編
三
、
○
○
○
円
（
〒
伽
）

新
・
木
材
消
費

論
ｌ
生
産
・
鑑
掘
總
祷

岩
井
吉
彌
編
著
二
、
○
○
○
円
（
〒
川
）

〒162東京都新宿区市谷本村町3－26ホワイトビル
電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-52

内
馴日本林業調査会



＝！一一一三』と
亜一型登

腫識‘瀞I＃蝋騨懲翻厘i， I
ｌ
ｆ

手
弓
ｒ

酬
可

§ 密壹§,,職，．鞭：~薑；…'''薯鯉謡

津
~FP

鰯鯉騨

一
一一

早
琴摩

藁

睾

全提

琴鍾鎖 ユー

狐MA籾DﾉG〃.jZWGAREA－LﾉNEME7をR

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
明
け

ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ニ
ク
ス
α
一
§
誕
生
。

澗馳per"A a
画標準ﾀｲブ¥198,000(ACｱダﾌ汐､州IIブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ付）

■プリンタﾀｲブ¥230,000(ACｱダﾌﾂr､〃用ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ､ロール紙付）

タマヤのスーパープラニクスαは､①座標②辺曇③線

長④ini械⑤半径⑥似|,じ、⑦三斜(底辺･!闘さ･面種）

⑧角jz(2辺隆･狭角)の挫常な測定機能を排づていますb

オプションとして16*行小型プリンタ、RS-232Cインターフェ

イスケーフツレ､無線によるワイヤレスモテペムのいずれかが接

続可能ですも

名器PLANIX5000の優れたｲ幾能を継承･発腱させたスー

ノf－う。ラニクスα､抜群のコストパフォーマンスでIﾇl形測定

のスー'ぐ一テンくイス新奄場。

璽
凸一＝

－1

志

豐裳ニ
トソコン

1年李止I

罪．一
減

一
軍

plANXd

1

タマヤ計測ジコ列込樵式言社
R17AM 〒104束京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719



●

字
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
④
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
●
●
怨
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
含
●
●

平
成
七
年
一
月
十
日
発
一
丁

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
熱
（
毎
月
一
回
十
⑥
発
行
）
林
業
技
術
室
ハ
ー
一
一
四
号

プ
ラ
ス

● ●
●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所．熱帯農業研

究センター，大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円
（本体1.165円）

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所．熱帯農業研．

究センター，大学ほか91名によ･

る 執筆●
●

●四/六判219ページ。

●定価1,200円。

（本体1,165円）。
●

●

●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●
●・・●｡●●●･●・●●●･も･●●●･oooo●●●●・●●oW
● ｡

↑

●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑤
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

● ● i
／

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所．農業環境技

術研究所．農業研究センターほ
か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円

（本体1.0001'1)

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所・都道府県林・

業研究機関．農業環境技術研究・

所.大学ほか73名による執筆：
●四/六判217ページ．

●定価1,200円。

（本体1.1651xl）。
●

●

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，養殖研究所
大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円
（本体1.165円）

●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光一登.森川靖

3氏による執筆

●四/六判176ページ

●定価1.030円
（本体1,000円）

蒐
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
句
●
●
砂
●
●
●

〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538●発行東京薑籍株式会社


	表1

	表2

	新年のごあいさつ

	1995年1月号目次

	特集_生物機能の新たな利用に向けて_はしがき

	特集_生物機能の新たな利用に向けて_樹木からのメッセージ

	特集_生物機能の新たな利用に向けて_植物の防衛戦略に学ぶ-環境に優しい農薬を探して
 
	特集_生物機能の新たな利用に向けて_優良苗木供給へのバイテク技術の応用 

	特集_生物機能の新たな利用に向けて_量的形質遺伝子の発掘-地図を片手に-
 
	特集_生物機能の新たな利用に向けて_きのこの病害と耐病性育種

	林業関係行事一覧

	第40回林業技術コンテスト要旨5_優良シキミの選抜と有利販売

	第40回林業技術コンテスト要旨5_駒ケ岳山麓におけるシイタケ原木の生産について

	第40回林業技術コンテスト要旨5_カラマツ間伐材利用の一考察

	日本人の長寿食10_『万葉集』にあった長寿食

	人生至る所に10_蝶で国際協力(4)-ホームステイ-
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